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資  料
第 1章 問題 と目的
(1)学級経営について
現行の初等教育にはおいては,学級を中心に教育活動が進められている。学級
とは,一定の学習 目標のもとに,一定の期間,一定のメンバーが集まって組織さ
れたものである (山崎・片上,2003)。子ども達にとって学級は,期間もメンバ
ーも子どもたち自らが決められるものではなく,はじめに与えられたものとなつ
ている。このような受動的な環境のもと,新年度に担任教師や新 しい友だちと学
級集団づくりが始まる。学級集団づくりとは,学級 とい う子 どもの集団を管理の
ための組織・制度ではなく,自分たちの居場所として作 り変え,生活と学習の基
礎集団に発展させていく子どもの活動と教師の指導をい う(山崎・片上,2003)。
したがって,学級集団づくりでは,単に学習を目的としたその効果をあげるため
のものではなく,学習指導も含んだ子どもたちの人間形成において,自分たちの
居場所として作 り変えられるように,教師と児童,児童相互の良好な人間関係が
求められている。このような学級集団づくりに向けて,担任教師は学級経営を進
めていくことになる。
学級経営について山中 (2009)は,学級を集団 (組織化された集合体)にする
営みであるとして,学級を構成する教師と子ども,子ども同士とい う2つの人間
関係を基盤にしながら,担任教師が子どもとともに,学級のなかで,日標ならび
にそれを実現するための規範・ルールを構築 し共有 していく過程と述べている。
そして,集団が成立する条件 として,狩野・田崎 (1990)は,人々 の間に相互依
存関係があり相互作用が可能であること,人々 の間に共通 目標あるいは規範が共
有されていることの2つを取 り上げている。つまり,教師の教育上のねらいは ,
教師と子ども達 との相互作用によつて共有され,実現されていくことになる。
(2)教師の人間観・教育観
教師と子ども達の相互作用を分析 した研究の一つに,教師期待効果 (BrOphy&
Good,1974)がある。この中で,BrOphy&Good(1974)は,すべての教師は自
分が担任 している生徒についてさまざまな見方をしていること,教師期待には学
級全体に関する場合 と個々の生徒に関する場合があること,そして,教師が期待
するような仕方で行動することにより生徒が教師の期待に合わせ始めることを
述べている。また,リーダーと部下の相互作用を分析 した研究の一つに,PM理
論 (三隅,1984)がある。この中で,三隅 (1984)は,部下の達成動機が最適度
の条件 下 において集 団維持 (Maintenance;M)に関わ る行動 と課題遂行
(Performance;P)に関わる行動の部下評定値がともに平均以上でPM型リーダ
ーの集団が,P型OM型O pm型のリーダーより優れた効果性を示 したと述べてい
る。これらの理論から,学級経営を進める教師自身の子ども達への見方やはたら
きかけが,教師と子 ども達とのどのような相互作用を生み出すかを決める大切な
要因であることがわかる。
そして,教師のはたらきかけに結びつく子ども達への見方について,近藤 (1994)
は,優れた教師の実践の中で,成長途上にある子どもたちにとつて何を身につけ
ておくことがもつとも大切か,彼らの中に何をもつと育てておきたいかとい う人
間観 と教育観にもとづいて,その目標を達成すべく子 どもへの援助が行われてい
ると述べている。また,竹下 (1991)は,教師の教育観や指導 目標意識と生徒に
対する見方や授業方略,意思決定とい うような要因は,個人としての教師の中で
有機的に関連 しあっていると述べている。これ らのことから,教師のはたらきか
けにつながる子 ども達への見方には,個人としての教師の人間観や教育観が関連
し合っていることがわかる。この人間観や教師観は,教師の信念と関わるところ
がある。鹿毛・上淵・大家 (1997)は,教師の信念 として,自律性支援と行動制
御 とい う対立的な教育観を取 り上げ,これ らが,授業過程の質を規定し,それを
媒介として児童の態度に影響を及ぼすことを示唆 している。また,鈴木 (2007)
は,「毅然 とした集団指導」に関する教師の信念は,弱いながらも「教師一生徒
関係」に負の影響を及ぼしていることを示唆 している。これ らのことから,教師
の信念は,子ども達にはたらきかける質を決め,子ども達との相互作用に影響を
与えるものと考えることができる。
(3)信念 について
信念の研究は,主に 1950年代 か ら70年代 にかけて盛 んに行 なわれた態度研究
の 中には じま る (藤木,2000)。Rokeach(1968)は,「A belief is any simple
proposition, conscious or unconscious, inferred from what a person says or
does, capable of being preceded by the phrase  “I b lieve that…・ “。 (1言
念 とは,意識,無意識 を問わず,人が言 つた り,行動 した りす ることか ら推論 さ
れ る,“I believe that・・" で表 され る)」 と し,また,「An attitudes is a
relatively enduring organization of beliefs around an object or situation
predisposing one to respond in some preferential manner。 (1蝶涯艶は, ルヒ車交
`勺
に永続的な信念の組織である)」 としている。また,藤木 (2000)は,Rokeach
(1968)の考えを「信念には,知識の認知的部分,感情を刺激する情意的部分 ,
そして,行動が必要な時に活動的になる行動的な部分があると論 じ,信念システ
ムとして捉えることが適切である」とまとめている。そして,黒羽(1999)は,「信
念は価値にもなり,関連 した信念が集合 して信念体系を形成 し,この関連する信
念 の数 が多 い ほ ど,『そ の人 ら しい行 動傾 向』 とな って表 出す る。」 と
Rokeach(1968)の考えをまとめている。これを踏まえ,黒羽 (1999)は,行動傾
向は,関連する信念の数が多いほど特徴的であるとの指摘は,暗黙的な信念を捉
える上で有効な知見であると述べている。ここで価値 とは,中島 (1999)によれ
ば,個人や集団の普遍的な目標であり,行動や出来事や人物への判断,態度の形
成や表明,行為の選択や合理化などの際に望ましさの基準として機能するとして
いる。これ らのことから,信念は,日標 (価値)とも結びつき,関連する信念の
数が多いほどその人らしい行動傾向となって表出すると考えられる。
(4)教師の信念について
これまでの教師の信念に関する研究は,個々 の教師が意味づける文脈の知識や
個人の経歴に即 した個人的な知識こそが,教師の専門的知識であり,信念である
とされてきた (藤木,2000)。これに関連 して,音崎 (1988)は,意思決定モデ
ルを提案 し,授業についての知識 (教材内容,教授方法,生徒についての知識),
教授ルーチン,モニタリング・スキーマといった知識やスキーマによつて,授業
過程での教師の意思決定がささえられていることを示唆 している。また,秋田・
佐藤・岩川 (1991)は,熟達者は授業の課題構造や教材に関する実践的知識をも
つているだけでなく,それ らの知識を状況の手がかりを利用 して柔軟に適用 しな
がら,授業とい う問題状況の各事象を関連づけて捉え,ただちに対応すべき教授
を考えたり,後の展開を予測できるという点で初任者よりも成長 していることを
確認 している。さらに,木村 0藤木 (2008)は,教師の信念を「教師の教育全般
に対する個人特有の見方・考え方」と定義 し,教師は,教師としての具体的な教
育に対する見方・考え方である教授内容信念や効力観をもち,行動や思考を行 う
と述べている。このように,教授内容を中心とした教師の信念の特徴や構造的に
捉える研究が進んでいる。
一方で,近年,教師自身が児童への見方や考え方を振 り返 り指導行動を改善 し
ていくことが注目されている。昔崎 (1988)は,教師の意思決定能力を形成する
ために,授業についての知識やスキーマ,そして原因帰属 (計画と実態とのズレ
の原因を何に帰属させるのか)といった要因を,教師教育プログラムの中で同時
に考慮する必要があると述べている。近藤 (1995)は,「ひとりひとりの教師が
どのような視点から子どもをとらえているか」を明らかにする教師用 RCRT・新
版を実施 し,教師自身が子どもへの見方を振 り返ることで,教師と児童の相互作
用の改善を示 している。また,浦野 (2001)は,教師へのコンサルテーションと,
児童の教師認知 と教師の児童認知の両面に対するアセスメン トを活用 して,荒れ
た学級を改善 していく実践を報告 している。このコンサルテーションでは,子ど
もについての今後の援助方針を含む作戦会議として,援助者 (教師等)の持ち味
を生かせるようにすることが求められている (塩見・石隈・小野瀬,2012)。ま
た,河村・藤村・粕谷・武蔵 (2004)は,教師のサポー トには,カウンセ リング
と教育実践についてのスーパービジョンが必要であるとし,Q―Uをそのための道
具 として開発 している。 これ らのことより,アセスメン トに基づいた日標設定
(Plan)から,実践 (Do),振り返 り (Check),改善 (Act)の一連の流れ (PDCA
サイクル)のリフレクションを繰 り返すことが,教師と児童の相互作用を豊かに
すると考えられる。
(5)PDCAサイクル
PDCAサイクルとは,Wo E.Demingの統計的品質管理のサイクル (設計 ―製造 ―
販売 ―市場調査・サービス時の試験)を原型にして,1952年東京工業大学教授・
水野滋の考案によるものである (星野,2013)。また,PDCAサイクルは,活動の
目標・計画 (P)を立て,それを実践 (D),評価 (C)し,フィー ドバックして次
の活動の改善 (A)に繋げるマネジメン ト用語 として知 られる (峯,2011)。昨今
で は,民間企 業 ば か りで な く,官公 庁 ・ 役 所,学校 現 場 へ も,PDCA
(plan―do―check―actの略)が普及 してきている(志賀,2014)。文部科学省(2010)
では,PDCAサイクルは, 日常の授業,単元等の指導,学校における教育活動全
体等の様々な段階で繰 り返されながら展開されるものであるとしている。今後は ,
このようなPDCAサイクルを,学級担任が学級経営を振 り返るために活用する
ことで,教師のはたらきかける教育の質を,さらに向上させていくことができる
と期待できる。
(6)本研究の問題 と目的
以上のことより,教師の信念は,教師の個人特有の持ち味の一つとして捉えら
れ,教育活動全般において,その人らしい行動傾向となって表出していると考え
られる。また,教師と子ども達との相互作用によつて実現されていく学級経営に
おいて,教師の信念は大きな影響力をもつていると考えられる。しかし,これま
で,教師の信念の研究において,意思決定モデルや実践的知識に見られるような
教授内容に対する研究は進んでいるものの,どのような学級集団を形成 したいの
か (学級観),その学級でどのような子ども達を育みたいのか (児童観),そして ,
そのために教師自身がどのような教師でありたいのか (教師観)という学級経営
における教師の信念については,研究が十分に進んでいない。学級経営における
教師の信念にせまることは,教師が自分自身の持ち味を生かしながら,どのよう
に学級づくりを進め,どのような子ども達を育てようとしているのか,その相互
作用を見つめて改善 していくために意義のあることだと考える。そこで,本研究
においては,これまでの信念に関する研究を基に,学級経営における教師の信念
を定義 した上で,教師の語 りをもとに,その信念を抽出することを一つ目の目的
とする。そして,そこで抽出した学級経営における教師の信念と実践との関連や
児童の様子を捉えることから,学級経営への影響を考え,新しい知見を得ること
を二つ 目の目的とする。尚,本研究においては,学級経営に関わる学級観 。児童
観・教師観の3つの観点に着 目する。また木村・藤木 (2008)による教師の信念
「教師の教育全般に対する個人特有の見方・考え方」を基に,学級経営における
教師の信念について,教育全般上の中でも「学級観・児童観・教師観に対する個
人特有の見方 0考え方」 と定義する。
第2章 方 法
(1)調査協力者
学級経営における教師の信念の質や実践との関連において,低学年と高学年で
違いがあると考え,低学年・高学年から一つずつの学年を選定 した。また,それ
らは,教職経験年数によつても違いがあると考え,様々 な経験年数の教師を選定
することにした。このように,所属学年 と教職経験年数を考慮 し,公立小学校の
1学年及び 5学年の教師 4名と児童 102名(1学年 58名, 5学年 44名)の協
力を得た。それぞれの教職経験年数は,1年目,4年目,9年目,19年目であつ
た (Table l)。
(2)調査期間
学級経営における教師の信念は,学級全体で一つにまとまって活動する場面で
多く表出されると考えた。そこで,20XX年11月下旬に実施された学校行事の
学習発表会に合わせ,その前後を調査期間とした。まず,担任教師の面接 (全3
回)を,9月下旬から12月上旬の間に実施 した(Table 2)。また,調査対象とし
た学級において,20XX年9月の1か月間のうち週に 1日から2日の計 5日間を
調査準備期間とし,ビデオカメラとICレコーダーを使用 して,登校から下校ま
での児童及び担任教師の様子を観察するとともに,ラポール形成を行つた。そし
て,学級での観察調査期間を,学習発表会の準備開始時期である20XX年9月下
旬から学習発表会後の 11月下旬の約 2か月間とした(Table 2)。
Table l 調査協力者の属性
A教師 B教師 C教師 D教師
性  別 女 性 女 性 女性 女性
教職経験年数 19年目 4年目 9年目 1年目
担当学年 1学年 1学年 5学年 5学年
学級の児童数 30`名 28`名 22`名 224L
Table 2 調査観察一連の流れ
時 期 A学級 B学級 C学級 D学級
9月下旬～10月上旬
A教師:面接 (第1回)
学級:Q―U
撮影 (開始)
B教師:面接 (第1回)
学級:Q‐U
撮影 (開始)
C教師:面接 (第1回)
学級 :Q‐U
撮影 (開始)
D教師:面接 (第1回)
学級 :Q‐U
撮影 (開始)
10月上旬
コンサルテーション
(開始)
10月下旬～H月上旬
コンサルテーション
Q―Uフィー ドバック
コンサルテーション
Q―Uフイー ドバック
コンサルテーション
Q刊フイー ドバック
コンサルテーション
Q―Uフィー ドバック
11月中旬
コンサルテーション
(終了)
11月XX日 学習発表会本番 学習発表会本番 学習発表会本番 学習発表会本番
11月下旬
A教師:面接 (第2回)
学級:Q―U
撮影 (終了)
B教師:面接 (第2回)
学級 :Q―U
撮影 (終了)
C教師:面接 (第2回)
学級 :Q―U
撮影 (終了)
D教師:面接 (第2回)
学級 :Q‐U
撮影 (終了)
12月上旬
A教師:面接 (第3回)
Q刊フイー ドバック
B教師:面接 (第3回)
Q―Uフイー ドバック
C教師:面接 (第3回)
Q―Uフイー ドバック
D教師:面接 (第3回)
Q―Uフィー ドバック
(3)調査方法
調査方法として,担任教師を対象 とした半構造化面接 (全3回),及び,担任
教師と児童の観察調査 (ビデオカメラ・ICレコーダーを使用)を実施 した(Table
2)。半構造化面接では,教師の信念を捉えるために,教師としての思いや考え ,
学級の様子や課題などを尋ねた(Table 3)。また,観察調査では,学級経営におけ
る教師の信念が,教育活動全般においてどのように表出するかを提えるため,担
任教師の同意を得た上で,学習発表会に向けた授業 (主に国語・音楽等)の他 ,
学習発表会とは関連のない授業 (国語・算数・生活/社会・理科 0体育・図工 0
音楽 0家庭科・学級活動)や朝自習前,朝自習,朝の会,帰りの会,放課後,給
食時,清掃時,休み時間における教師のはたらきかけと児童の様子を観察した。
場合によつては,登校時から下校時までの 1日を通 して観察 した。そして,Q‐U
を,9月下旬から10月上旬までに 1回,11月下旬に 1回,各学級で計 2回,実
施 した。これ らの結果を学級内で比較することで,教師のはたらきかけによる子
ども達との相互作用の影響を捉えることにした。また,1回目のQ一Uの結果を ,
学級や児童のアセスメン トの資料 として活用 しながら,担任教師の思いや考え ,
学級や児童の現状や課題を振 り返 り,今後の教師のはたらきかけについて,相互
のコンサルテーションを 1回はかつた。調査協力者の 1人は,教職経験年数が 1
年 目であり,他の教師よリコンサルテーションの時期を早めて複数回実施 し,教
師の支援を行いながら調査にあたつた。さらに,学習発表会を通 して,子ども達
が,何を感 じ,何を学んだかを提えるため,学習発表会に関する児童の感想文を
参考資料とした。尚,学級経営における教師の信念の抽出においては,学校心理
学の専門家によるスーパーバィズと,大学院で学校心理学を学ぶ現職教員 5名と
の数回にわたる検討により,信頼性 と妥当性を確保 した。
調査に関しては,事前に,学校長に研究の目的や内容,方法を伝え,個人情報
の保護 と調査内容の研究のみでの使用を約束 し,同意を得た。また,担任教師に ,
調査期間や方法を説明し,書面にて同意を得た。そして,児童の保護者に向けて ,
学校より「調査研究ご協力のお願い」に関する手紙を配布 していただいた。この
ように,事前に,学校長,担任教師,保護者の同意を得た上で調査にあたつた。
Table 3 半構造化面接 (3回分)の柱 となる質問
柱 と な る 質 問
4月当初, どのような学級にしたいと考えていましたか
どのような学級にしたいという考えは,学年が変わつても同じですか
第1回 運動会を通して,できるようになったことは何ですか
学習発表会を通して,子ども達のどのような面を伸ばそうと考えていますか
2人組での話し合いや確認する場面では,どのようなねらいでされていますか
学習発表会を通しての目標は,達成できたと思いますか
どのようなねらいで,子ども達同士のかかわりをもたせていますか
第2回 個人の力を高めたいとき,どんな手だてを考えますか
教師をやつていく上で大切なことやゆずれないものは何ですか
今後の学級の目標は何ですか
学級や子どもたちに変化はありましたか
ルールをきちつと守らせるか,のびのびとさせるか, どちらに重きをおいていますか
教師として感じる仕事の素晴らしさ。やりがいは,何ですか
子ども達にとつてどんな先生でありたいですか
第3回
Q一Uの結果を見てどう思われますか
第 3章 結果 と考察
第 1節 学級経営における教師の信念
(1)半構造化面接の語 りの分類
教師4人の半構造化面接 (3回分)の語 りについて,逐語録を作成 した。面接
時間と逐語録の字数は,Table 4の通 りである。まず,これ らの逐語録を,学級
経営に関わる語 りとそれ以外に分類 した。次に,この学級経営に関わる語 りを精
読している中で,教師 4人に共通 して, 日標に関わる語 り,実践に関わる語 り,
リフレクションに関わる語 りの3つに,学級経営に関わる語 りを文章単位で分類
できることがわかつた。これ らを,大カテゴリーとする (Figure l)。そして ,
この目標に関わる語 りは,具体的な目標の語 り,日標の背景の語 り,方針の語 り
語 りの3つに,意味のまとまりとしての文章単位で分類することができた。これ
らを,中カテゴリーとする (Figure l)。さらに,小カテゴリーとして,Figure l
の通 りに,意味のまとまりとしての文あるいは文章に分類することができた。そ
のカテゴリーごとの定義や具体例をTable 5に示す。
Table 4 半構造化面接 (3回分)の面接時間 と逐語録の字数
1回目 2回日 3回目 合 計
A教師
面接時間 16分36秒 21ダ〉29秒 35分12秒 73分17秒
文字数 (字) 5016 6628 10431 22075
B教師
面接時間 12`か021少 30分6秒 22多)8秒 64`分16秒
文字数 (字) 4336 9552 7498 21386
C教師
面接時間 38分28秒 62分23秒 39分31秒 140`か22秒
文字数 (字) 11216 21375 15000 47591
D教師
面接時間 19`か501少 34分30秒 31分39秒 85分59秒
文字数 (字) 5011 9802 8140 22953
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Figure l 語 り内容の分析カテ ゴ リー
Table 5 語 り内容の分析カテゴリーの定義および例
カテゴリー 定 義 例
学級経営に関わる語り 学級 。児童や教師自身に関する内容に言及している。
目標に関わる語 り
1具体的な目標の語り
1‐1学級
1‐2児童
1・3授業
1・4行事
1・5 ルーール
1‐6リレーション
教師が抱く,学級・児童に関する目標や教師である自分自身に関する目標と,そ
れに関連した理由となる動機,方向性を示した方針に関する内容に言及してい
る。
個々のもち味がいきるクラスにしたい
子ども達の意欲を高めさせたい
教師が抱く,学級 。児童に関する目標や教師である自分自身に関する目標に言及
している。
学級に関する目標について述べている。
子ども達や個々に関する目標について述べている。
授業を通しての学級 。児童や教師自身に関する目標について述べている。 授業中に意見が言えるようにしたい
発表会を通して,自信をつけてもらいたい行事を通しての学級・児童や教師自身に関する目標について述べている。
ルールに関する教師の目標について述べている。 基本的なルールをしつかりと守らせたい
関わらせて楽しい経験を多くさせたい
学習をしつかりしてやれる先生でいたい
リレー ションに関する教師の目標について述べている。
1・7教師自身 教師である自分自身に関する目標について述べている。
2日標の背景の話り
2・1学級 。児童理触
教師が抱く,学級 。児童に関する日標や教師自身である自分自身に関する目標が
生した原因や理由となる内容に言及している。
目指すべきものがなくなった時に,子ども
達の中で心のすきができる
意欲をもつて取り組める集団にしたい
親は,我が子を,何よリー 番に,考える
学級・児童に関するアセスメントの結果や実態,または,これまでの教職経験に
よつて得られた子ども達に対する知識について述べている。
2‐2教師自身 教師自身の理想や思い,見方や考え方について述べている。
2・3その他 I 1,1・2以外に示すような内容について述べている
3方針の語り
3・1学級全体
3・2個
教師が抱く学級 。児童に関する目標や教師である自分自身に関する日標に対し
て,その方向性について言及している。
仲間作りに重点を置いている
長く注意せず,そのことのみを注意する
お互いに話し合つて,色々 な発見をする
学級全体にはたらきかける方向性について述べている。
個々にはたらきかける方向性について述べている。
3・3児童同士 子ども達同士を関わり合わせながらはたらきかける方向性について述べている。
Ⅱ 実践に関わる語り 教師が, 学級 。児童にはたらきかけた具体的事例に言及している。
1学級全体 学級全体にはたらきかけた具体的事例について述べている。 まずは,教師が手本を見せた
2個 個々にはたらきかけた具体的事例について述べている。 変わつてきたことを認めて声をかけた
3児童同士 児童同士を関わり合わせながらはたらきかけた具体的事例について述べている。 よいところを見つけて伝え合つた
Ⅲ リフレクションに
関わる語り
目標に関わる思考と実践を振り返つた内容に言及している。
l学級・ 実践を振り返り,学級・児童に関する内容について述べている。 関わらせたことで自主性が高まった
2教師自身 実践を振り返り,教師自身に関する内容について述べている。 手ごたえを感じるのはうれしい
その他 学級・児童や教師自身とは直接関連のない内容に言及している。
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Table 6 分析カテ ゴリー ごとにおける語 りの数 と割合
Table 7 大カテ ゴリー 0中カテゴ リーの語 りの数 と割合
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語 り内容の分析カテゴリー (Figure l)によつて分類 した語 りの数と割合の結
果は,Table 6の通 りである。分類 した語 りの数の合計は,A教師が 192,B教
師が172,C教師が291,D教師が 120であつた。Table 6では,その語 り数を
100%とし,カテゴリーごとの割合を表 している。また,Table 7では,分析カ
テゴリーの内,大カテゴリー・中カテゴリーの語 りの数 と割合を示 している。
Table 7の結果から,A教師,B教師,C教師の 3人の教師は,「目標に関わる語
り」が約 75%弱,「実践に関わる語 り」と「リフレクションに関わる語 り」が ,
約 10%から約 15%の間の割合で語 られていたことがわかった。
しかし,教職経験年数が 1年目のD教師については,「実践に関わる語 り」の
割合は,5。83%であり,他の 3人の教師より値が低いことがわかった。「実践に
関わる語 り」の割合が低いのは,経験の差が影響 していると考えられる。
一方で,Table 6より,D教師の「目標の背景の語 り」における小カテゴリー
の 「学級・児童理解」の割合は,23.33%で,小カテゴリーにおける他のどの値
よりも,一番高い値を示 していることがわかった。この結果は,D教師が,子ど
も達の実態を多く語つていたことを示 している。また,Table 7より,D教師の
「リフレクションに関わる語 り」の割合は20.00%,他の 3人の教師より高い値
であることがわかった。この結果は,D教師が,振り返 りや改善をしていこうと
する語 りが多かったことを示 している。このような結果から,経験が豊富でなく
とも,子ども達の実態を提え,教師である自分自身を振 り返 りながら,日々の実
践に前向きに取 り組まれている姿が,語りに表れていると言えるだろう。
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(2)「学級経営 にお ける教師の信念」の文章化
本研究においては,半構造化面接 (3回分)の語 りをもとに,学級経営にお
ける教師の信念 を文章化す ることを試みた。その方法は,次の通 りである。
まず,逐語録 か ら,学級経営に関わ る語 りを大カテ ゴ リー,中カテ ゴ リー ,
小カテ ゴ リーに分類 した (Figure l)0(Table 5)。
次に,「具体的な 目標 の語 り」 を起点 とし,それぞれ の 「A:具体的な 目標
の語 り」の内容 に関連 した 「B:目標 の背景の語 り,C:方針 の語 り,D:実
践に関わる語 り,E:リフ レクシ ョンに関わる語 り」までの一連 の語 り (Aか
らEまでの一連 の流れ)を「学級経営 にお ける一連 の思考」とした (Figure 2)。
この 「学級経 営 にお け る一連 の思考 」 は,PDCAサイ クル に基 づ いてい る
(Figure 2)。
学 級経1営ltこお け る一連 の思考
3標に轟わる語り
D:実践に騨わる毒り
、:具体的な
重標の議り
PDCA
事″シ譲 I   Plan(曇標設定) Do(実践)
Check
(振り返り)
AcI
(改善)
Figure 2 学級経営における一連の思考
この 「学級経営 にお ける一連 の思考」 は,「学級経営 にお ける教師の信念」
を構造的に文章化す るための核 となるものである。Figure lによつて分類 され
た語 りが,この 「学級経営における一連 の思考」の どの部分 にあたるのかを明
確 にす るため,以下① か ら③ のルール を設定 した。
① lつ1つの「A:具体的な目標の語 り」ごとに,「学級経営における一連の
思考」をまとめる。場合によつては,AからEまでの全てがそろわないことが
ある。例えば,「A:具体的な目標の語 り」がなかったり,「B:目標の背景の
語 り」がなかつたりする場合がある。
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②それぞれの「学級経営における一連の思考」を,「A:具体的な目標の語 り」
の内容で7種類のカテゴリー (学級 0児童・授業・行事・ルール・ リレーショ
ン・教師自身)で分類する (Figure.2)。
③ 「学級における一連の思考」で 「A:具体的な目標の語 り」がない場合は ,
「1:面接時の質問内容,2:目標の背景の語 り,3:方針の語 り,4:実践に関
わる語 り,5:リフレクションに関わる語 り」の優先順位で,7種類のカテゴ
リーのいずれかに分類する。よつて,「A:具体的な目標の語 り」と「学級にお
ける一連の思考」の分類カテゴリーの種類 (7種類)は同じであるが,合計数
は,「A:具体的な目標の語 り」より「学級経営における一連の思考」の数の方
が多くなることもある。
以上の過程により,学級経営に関わる語 りを「学級経営における一連の思考」
にまとめた。その結果は,Table 8の通 りである。
Table 8 「学級経営における一連の思考」の数
次に,Rokeach(1968)の「信念の数が多いほど,その人 らしい行動傾向とな
つて表出する」とい う内容に基づき,「学級経営における一連の思考」におい
て,複数のカテゴリー(全7カテゴリー)で,表出頻度の高い言葉や内容に着 目
した。その中でも,学習発表会とい う行事に向かつて学級集団がまとまってい
く過程の中で,教師の抱く信念 として変わらないものを取 り出すことにした。
そのため,時期を変えても何度も表出する言葉や内容に着 目するため,3回の
半構造化面接で,全回とも表出する言葉や内容に絞 りこむことにした。そして ,
カテゴリーごとにおける「学級経営における一連の思考」の数 「学級経営における一連の思考」
合計数学級 児童 授業 行事 ルー ル リレーション教師自身
A教師
?
?
?
?
?
?
?
?
7
?
?
?
?
?
＝
?
?
?
―
B教師
?
?
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
C教師
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
D教師
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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どのような学級にしたいのかとい う学級観,どのような子ども達に成長させた
いのかという児童観,教師である自分自身がどのような教師でありたいのかと
い う教師観の 3つの観点から抽出した。その上で,この学級観,児童観,教師
観の3つの観点から,その内容を象徴する言葉をそれぞれ別々に一つずつまと
めた。その言葉を,ここでは「教師信念キーワー ド」とした (Table 9)。
最後に,「教師信念キーワー ド」に関連 した「学級経営における一連の思考」
の中で,日標に関わる語 りの中カテゴリー (具体的な目標の語 り,日標の背景
の語 り,方針の語 り)に着 日し,学級観,児童観,教師観の3つの観点から別々
に,内容をまとめた。その文章形態は,具体的な目標の語 リー日標の背景の語
リー方針の語 りの流れに基づき構造化 した (Figure 3)。これ らを,本研究に
おいて,「学級経営における教師の信念」と位置付ける (Table 10)。
文 章 構 造
Figure 3「学級経営における教師の信念」の文章構造
具体的な 目標 の語 り
(～になってほしい)
自分達でお互いに高め合えるクラスに
なつてほしい。
なぜかというと,みんなでやるからこ
そ頑張ろうという気持ちになれるあたた
かい居場所にしたいから。
目標 の背 景 の語 り
(なぜかとい うと～だから)
そのために,自分達で,教え合ったり,
工夫し合つたり,認め合いができるよう
に関わらせていきたい。
方針 の語 り
(そのために～していきたい
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Table 9 教師信念キーワー ドと表出頻度
A教師の
教師信念キーワー ド
教師信念キー ワー ドが表出する
面接時の頻度(3回分)
1回目   2回日   3回目
「学級経営における一連の思考
(A教師の合計数70)」のうち,
教師信念キーワードが含まれた「学
級経営における一連の思考」の数
「学級経営における一連の思考」の
カテゴリー (合計数7)での表出について
表出カテゴリー数    表出カテゴリー名
悧観 自分達で 13        7         9 6      学li;早i;き,I;・
児童観 自信 5         7         2 4  児ぅ.′])∫;Ⅲ
教師観 絶対に見捨てない 1          5         8 4       授業,,ill~ル・
B教師の
教師信念キーワー ド
教師信念キー ワー ドが表出する
面接時の頻度(3回分)
1回目   2回日   3回日
「学級経営における一連の思考
(B教師の合計数52)Jのうち,
教師信念キーワードが含まれた「学
級経営における一連の思考Jの数
[学級経営における一連の思考1の
カテゴリー (合計数7)での表出について
表出カテゴリー数    表出カテゴリー名
学級観 つながる 7 6
児童観 自信 4         9         2 6     児;;[ぅ:」i才‖:#・
獅観 肯定 1 7 4 3    ルール・リレーション,教師自身
C教師の
教師信念キーワー ド
教師信念キいワー ドが表出する
面接時の頻度(3回分)
1回目   2回目   3回目
「学級経営における一連の思考
(C教師の合計数83)」のうち,
教師信念キーワードが含まれた「学
級経営における一連の思考」の数
「学級経営における一連の思考1の
カテゴリー (合計数7)での表出について
表出カテゴリー数    表出カテゴリー名
学級観 家のような居場所 5        10        2 5 糊穏たル
児童観 自分で考えて行動 3 7 ル#=腸胸鑑謗
教師観 私のまま楽しむ 2        12        5 4     学級=児童・行事=教師自身
D教師の
教師信念キーワー ド
教師信念キーワードが表出する
面接時の頻度(3回分)
1回目 2回目 3回目
「学級経営における一連の思考
(D教師の合計数51)」のうち]
教師信念キーワードが含まれた「学
級経営における一連の思考1の数
「学級経営における一連の思考Jの
カテゴリー (合計数7)での表出について
表出カテゴリー数    表出カテゴリー名
学級観めりはりのある団結 8        12        4 6     学;;[;:;i才‖:;=
??
?
?
? 何をすべきか考えて行動 9         9         1
獅観 信 頼 1          5         7 4     学級・児童。授業:教師自身
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Table 10 学級経営における教師の信念
学 級 観 児 童 観 教 師 観
A教師
自分達でお互いに高め合えるク
ラスになってほしい。なぜかとい
うと,みんなでやるからこそ,頑
張ろうという気持ちになれるあた
たかい居場所にしたいから。その
ために,自分達で,教え合つたり,
工夫し合つたり,認め合いができ
るように関わらせていきたい。
個男1に自信をもたせていきたい。
なぜかというと,委縮せずに堂々
と話ができ, 恥ずかしがらずに自
分の意見を言えるようになってほ
しいから。そのために,みんなで
どうしたらいいかを考えるなど,
自分からしたくなるようにしてい
きたい。
絶対に見捨てない教師でいた
い。なぜかというと,教師がやつ
ていることを見て,クラスの子ど
も達は育つから。そのために,教
師がお手本を見せたり,全体を見
回しながら,子ども達の逃げ道を
つ くつた リフォローをした りし
て,長い日で見ていきたい。
B教師
子ども達同士がつながつて,笑
顔で楽しい雰囲気にしたい。なぜ
かというと, 自分達で決めた学級
目標 「仲のいい楽しいクラス・気
持ちのいいクラス」にしてほしい
から。そのために,友達と協力 し
合 う関わりの活動をたくさん取り
入れていきたい。
自信をもつて,何でも積極的に
取り組んでほしい。なぜかという
と,間違えることを恐れ他人任せ
になってしまうところがあるか
ら。そのために, 自分ができたと
いう喜びや友達とのつながりから
わかつてもらえるという安心感を
大事にしていきたい。
子ども達のや りたいことを肯定
していきたい。なぜかというと,
肯定されることでやる気につなが
り積極的になれた自分自身の経験
があるから。そのために,子ども
達の「～したい」という気持ちを
大事にし,一緒に考えたり,励ま
したりしていきたい。
C教師
教室は,家のように,自分が解
放できる居場所にしていきたい。
なぜかというと,我慢するとしん
どくなるし,緊張をほぐして自由
に楽しく過ごしてほしいから。そ
のために,節度を保ちながらも,
失敗しても,一緒に笑い合えるよ
うにしていきたい。
周 りの動きを見ながら, 自分で
考えて行動できるようになつてほ
しい。なぜかというと,相手への
迷惑を考えて行動できるようにな
つてほしいから。そのために,自
分の考えをしつかりともつて判断
できる責任感や積極性を高めた
い。
私のままで,楽しくやりたい。
なぜかというと,自分が楽しむこ
とで,みんなが自然と楽しくなつ
てはしいから。そのために,冗談
を言つたり,できるだけ隠さずに
思つたことを伝えたりしながら,
何でも楽しみたい。
D教師
めりはりのある団結したクラス
になれたらいいと思う。なぜかと
いうと,新しい勉強ができたり,
友達のことが今まで以上にわかっ
たりしながら,一つになれたらい
いと思うから。そのために,グル
ープ活動などのかかわりを増や
し,協力することで達成感を得ら
れるようにしていきたい。
何をすべきか考えて行動でるよ
うになってほしい。なぜかという
と,のびのびしているのも,いい
部分なのかもしれないけれど,ル
ールや時間が守れていないところ
もあり, しっかりと守ってはしい
から。そのために,子ども達が,
話を聞き,周りを見て行動できる
ようにしていきたい。
1人1人を大事にできる信頼され
る教師になりたい。なぜかという
と, 自分自身が子ども達の助けに
なつた時,すごく嬉しくなるから。
そのために,感情にぶつけるので
はなく,声かけのタイミングなど
何をすればよいか考えて行動して
いきたい。
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以上の過程を経て,Table 9 0 Table 10の通 り,「教師信念キーワー ド」を基に
「学級経営における教師の信念」を文章化 した。この結果より,次の三つのこと
が考えられる。
一つ目に,1年目の教師も,学級観,児童観,教師観をしつか りともつて教育
にあたられていることがわかった。これは,学級観,児童観,教師観のいずれに
おいても,教職経験年数に関係なく文章化できたことによる。「あなたの信念は
何ですか ?」 とい う直接的な問いかけでは,おそらく多くの方が明確に答えるこ
とが難 しく,例え答えたとしても,それが全てではないと感 じるものが心に残る
かもしれない。しかし,半構造化面接で,4人の教師には,時期や話題を変えて
も,何度も表出する言葉や内容があることがわかつた。このことから,教職経験
を問わず,教師として子ども達と向き合 う際には,時期を変えても何度も表出す
る一貫した思いや考えをもつていることが示唆された。
二つ目に,4人の教師に共通 して,学級観・児童観・教師観で,「具体的な目
標 (～したい 0～してほしい)一目標の背景 (なぜかとい うと～だから)一方針
(そのために～したい)」 という思考の流れが見られた。この思考の流れは,半
構造化面接の「学級経営に関わる語 り」を精読 している中で,4人の教師に共通
した思考の流れであることがわかった。これらの表出の仕方は,例えば,始めに
「目標の背景」が語 られたり,先に「方針」が語 られたりその順番は様々であり,
また,無意識的に自然に語 られているものであった。しかし,時期や話題を変え
ても,学級観や児童観,教師観を無意識に思考 し,「具体的な目標 (～したい・
～してほしい)一日標の背景 (なぜかとい うと～だから)一方針 (そのために～
したい)」 といつた一連の思いや考え方をしている傾向があることがわかった。
このことから,「具体的な目標 (～したい 0～してほしい)一日標の背景 (なぜ
かというと～だから)一方針 (そのために～したい)」 とい う無意識な思考の流
れを,意識 して振 り返ることで,自分自身の学級観,児童観,教師観をより明確
なものにすることができるのではないかと考えられる。
三つ目に,同学年の教師同士の「教師信念キーワー ド」の中で,同じ言葉や似
ている言葉が見られた。具体的には,同学年のA教師とB教師の児童観の「教
師信念キーワー ド」は,「自信」とい う同じ言葉にまとまつた。また,同学年の
C教師とD教師の児童観の「教師信念キーワー ド」は,完全に同じキーワー ド
ではないものの「考えて行動」とい う表現は同じであつた。同学年で同一もしく
は似通つた「教師信念キーワー ド」にまとまるのは,例えば,教師間で学年での
児童観が共有されていたり,同学年の同僚教師は共通 した子ども達に日々接 して
いる中で,その実態に応 じて児童観を抱いていたりするからではなかろうか。し
かし,文章化された「学級経営における教師の信念」の内容から,その言葉の背
景に,個人特有の見方・考え方があり,一様ではなく,異なる内容が反映されて
いることがわかる。これらのことから,「学級経営における教師の信念」は,同
僚教師や所属学年の児童の実態に影響を受けている可能性もありながらも,個人
特有の見方・考え方が反映されているものであると考えられる。
そこで,個々 の教師が,個人特有の見方 0考え方によつて,学級観,児童観 ,
教師観を抱いている様子をより詳 しく捉えるため,「学級経営における教師の信
念」の文章構造にある「目標の背景の語 り」に着 日し考察を進める。
(3)目標 の背景
Table 7で示 された,大カテ ゴ リーの語 りの数 と割合 に注 目して見てみると ,
その中で も,教師 4人の共通点は,「目標 に関わる語 り」に占める割合が,「実
践 に関わる語 り」や 「リフ レクシ ョンに関わ る語 り」の割合 よ りも高い ことが
わかった。そ して,「目標 に関わる語 り」の中で も,中カテ ゴ リー の 「目標 の
背景 の語 りの割合」が,「具体的な 目標 の語 り」や 「方針 の語 りの割合」 よ り
も,教師 4人に共通 して一番高 くなっていた (Table 7)。この こ とか ら,どの
教 師 も,自身が抱 く目標 の生 じる原 因や理 由を しつか りともつた上で,日標 と
ともに語 られてい ることが考 え られ る。
また,Table 6の小カテ ゴ リーの中での割合 の最大値 は,教師 4人に共通 し
て 「目標 の背景の語 り」の中で見 られた (Table ll)。しか し,その最大値 の
小カテ ゴ リー は,教師に よつて様 々であつた (Table ll)。この結果 よ り,な
ぜ その 目標 を抱 くにいたつたのか とい う原 因や理 由が,学級・児童 の実態や こ
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れまでの経験によつて得 られた知識から生 じたもの (小カテゴリー名 :学級 。
児童理解)なのか,それとも,教師自身の理想や思い,見方や考え方から生じ
たもの (小カテゴリー名 :教師自身)なのか,そのどちらから生 じる思考かは ,
それを提える教師自身の見方 とも関連 していると言えるだろう。このように ,
日標の背景の出発点が「学級・児童理解」に関するものか「教師自身」に関す
るものかで個人特有なものであるからこそ,「教師信念キーワー ド」がたとえ
同じ言葉になつたとしても,その内容は異なるものになつていると考えられる。
(4)学級集団と個を見る視点
A教師の「教師信念キーワー ド」は,学級観が「自分達で」,児童観が「自信」
であった。Table 12に見られるように,A教師は,クラス全体としては,仲間
作 りを大切にしながら「自分達で」取 り組めるクラスを目標にしている。また ,
個々の力,個々 のめあてとして「自信」をつけてもらいたいと考えている。この
ように,学級と個をしつか りと区別 して,高めたい力を面接で語 られている。他
の教師においても,語りの中で「～な学級やクラスにしたい」,「～な子ども達に
したい」と学級と児童を分けて語られていた。そして,このような語 りの内容に
より,どのような学級集団を形成 したいのか (学級観),その学級集団でどのよ
うな子ども達を育みたいのか (児童観)を,別々 の教師信念キーワー ドで抽出す
ることができた。
Table ll 小カテ ゴ リーの割合の最大値 とそのカテ ゴリー名 (Table 6より)
A教師 B教師 C教師 D教師
最 大 値 15.10% 14.53% 16.15% 23.33%
最大値の
中カテ ゴ リー名
目標の背景の話 り 目標の背景の語 り 目標の背景の語 り 目標 の背景の語 り
最大値の
小 カテ ゴ リー名
学級 0児童理解
学級 。児童理解
教師 自身
教師 自身 学級・児童理解
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質問内容
もう少し,伸ばしていきたいこと
は何ですか?
学習発表会を通して,子どもたち
のどんな面を伸ばそうと考えてい
ますか?
Table 12 学級集団 と個 に対す る見方・考え方 (A教師 )
回答内容 (逐語録よリー 部抜粋)
まずは,個々 の力です。それをもつて,もう一段上の,先生に言われたことだけをするんじゃな
くて,自分達でこうしたいああしたいつていう思いが出てくるようなクラスになっていけば,さ
らにいいかなっていうふうに思います。
人の前で堂々と話したり,それをすることによつて,旦昼をつけてもらいたいなぁっていうのは,
それは個々のめあてとしてあります。クラス全体としては,やっばり仲間意識,仲間作りを大切
にしていきたいなぁっていうふうに思つています。
一方で,実践場面で,教師のはたらきかけに,学級集団と個に対するものを区
別していることがある。それが,Table 13のC教師 語 りである。
Table 13 学級集団 と個で話す内容を分けている実践例 (C教師 )
○ :… (E児は)先週も,学校来るの面倒くさいとか言つて,朝一回 (私が家まで)見に行つたら,(テレビを)見とつて,(クラス
のみんなに)ばらしつたつてん,全部。もう照れ笑いにしたつてん。そんなん内緒にしとったら,またするかもわからへんから。
……お母さんが仕事に行くからつていつて,わざとゆっくり出て,そんなあんたは卑怯やでっていうのは,後で,ちくつと言つ
といて,それはみんなの前では言わへんかったけど。みんなは,出してくれるから行かなあかん, じゃ～ない。でも僕 (E児)
は,家で待つてたら,行かんですむかもしれんって,その考えが,まず許されへんって言つて,そこだけ別に怒つて。
● :全体に言うところと,個に言うところを分けてますか?
○ :分けてる,そうそうそう。
● :なぜ分けて怒つたのですか?
○ :それは家の事情やん。お父さんいてへんじ。たぶん小つちゃい時に。だから,それも家の事情やし,お母さんも,すごい頑張つ
て,連れてきてくれたりと力、……・甘えてるもん。それは,わかつてんねん。……お母さんが,仕事に先に出たからって言つて,
学校行くから,ちゃんと行くからつて約束したのに,学校に行かんと,家でだらだらしてるつていう点に,私は許されへんかつ
てん。そこやねん,それは,ずるいやん。お母さんは,ちゃんと,あんたのこと信用してるから,あなたに鍵を預けて行つてる
のに,あんたは,なんてお母さんに失礼なことしてるのって言つて。そこが許されへんねんって言つて。
● :それを変えてほしくて?
0:そうそうそう。
C教師の児童観の「教師信念キーワー ド」は,「自分で考えて行動」である。
そして,「学級経営における教師の信念 (児童観)」 より,この言葉の背景には ,
「相手への迷惑を考えて行動できるようになってほしい」とい う思いが隠されて
いる。C教師の「お母 さんに失礼なことしてる」とい う言葉には,「お母さんの
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信用を裏切 り,迷惑をかけている」とい う思いが込められていると考えられる。
そして,「がんばつてほしい」とい う応援を兼ねてE児の指導にあたられていた
と考えられる。クラスのみんなには,家でテレビを見ていたことを伝え,E児を
照れ笑いにすることで,登校を促そ うとした。一方で,個別では,家の事情を踏
まえ,お母さんに失礼なことをしていることを自覚させようと話をしていた。家
庭の事情を配慮 しながら,気持ちに寄 り添い,学級集団と個で話をする内容を変
えて,児童の問題行動の変容をはかろうとしていた。学級集団の中で個を育む部
分と,個にはたらきかけて育む部分を,家庭も含めた生活背景による心情を察 し
て,これ らを上手く使い分けながら,教育にあたられていることがわかる。この
ように,教師の思いや考え方を伝える方法として,学級集団と個を区別 してはた
らきかけている。つまり,手立てやはたらきかけを,柔軟に変えていると考えら
れる。
Table 14 学級集団 と個の関係性 (A教師 )
質問内容 回答内容 (逐語録よリー 部抜粋)
先生のはたらきかけとしては,
人にだけになりますか?
まずは,4月の一番当初は,個々 ですね。それがしつけの部分かなっと。ただ,全体で,最後ま
でいけた子たちに,どんなところ頑張つた?というふうに,インタビューして……声を出したと
きも,大きな声をだせる子がいたら,その子に,なぜそんなことができるのって,そのこつみた
いなのを発表させて,みんなに広めるつていうやり方は,よくします。自分の力を高めるために
は,集団が必要やし,集団を高めようと思つたら個々が力をつけていないと…
さらに,学級集団と個の関係について,A教師がその考え方を語 られている部
分がある (Table 14)。ここでA教師は,「自分の力を高めるためには,集団が
必要であり,その一方で,集団を高めようと思ったら個々の力をつけていく」と
いう集団と個の関係性を述べている。そして,具体的な実践の方針 として,「こ
つを発表することで,個の力を集団にも広めることができる」として,そのや り
方を紹介 している。このように学級集団と個が,相互作用を繰 り返 しながら,お
互いに高め合つていくとい う考え方に基づいて,学級集団や個にはたらきかけて
いる。
これらのことから,PDCAサイクルに基づいて,学級集団と個を見る視点は ,
大きく二つの捉え方ができる。一つ 日は,PDCAサイクルの目標設定 (P)にあ
たる部分である。「学級経営における教師の信念」の学級観や児童観のように ,
どのような学級集団を形成 したいのか,その学級でどのような子 ども達を育みた
いのかという目標に関して,学級集団と個に対する視点が存在する。二つ日は ,
PDCAサイクルの実践 (D)にあたる部分である。 日標設定 (P)で掲げた,学
級観や児童観を実現するために,学級集団と個に対 してどのような手立てで,ど
のようにはたらきかけていくのかとい う視点がある。二つ 目は,Table 13に見
られるように,学級集団と個を構造的に認識 した視点である。この「自分の力を
高めるためには,集団が必要であり,その一方で,集団を高めようと思つたら個々
の力をつけていく」ことを感 じ取るには,数多くの実践や経験 とその振 り返 りと
改善がなければ語れるものではない。このような実践による知識は,「目標の背
景」となり,それが新たな学級観や児童観を支えるものにもなる。そして,新た
な方針や実践にも影響 していき,一つの流れ として循環 していく。この PDCA
サイクルにより,学級集団や個に対する教師の見方や考え方は深まっていくもの
と考えられる。
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第2節 「学級経営における教師の信念」とPDCAサイクル
(1)「学級経営における教師の信念」と実践との関連
「学級経営における教師の信念」がどのように子ども達に伝えられているのか ,
その実践場面と子ども達の様子を提えるため,観察調査 としてビデオ撮影を行つ
た。その撮影期間・撮影 日数・撮影時間は,Table 15に示す通 りである。
この観察調査で撮影された映像を,内容ごとに分類 した。その内訳は,学習発
表会に向けた授業 (主に国語,音楽等),学習発表会に関連 しない授業 (国語 ,
算数,生活/社会・理科,図工,家庭科,体育,音楽,学級活動),その他の時間
(朝自習前,朝自習,朝の会,休み時間 0昼休み,給食,清掃,帰りの会,放課
後)である。これ ら全てを「授業」の区分として,撮影映像中の授業数を数えた。
また,実践の中で「学級経営における教師の信念」の表出場面が見られる授業数
を数えた。その結果は,Table 16の通 りである。          ~
Table 15観察調査における撮影期間・撮影 日数 。撮影時間
撮影開始 日
～撮影終了 日
撮影合計 日数
(約3日/1週間)
撮影合計時間
A教 師 9月30日～H月28日 25 日 82時間 54分49秒
B教 師 10月1日～H月28日 21 日 83時間 38分01秒
C教 師 9月30日～H月27日 22 日 75時間 34分20秒
D教 師 9月30日～H月27日 24日 75時間 26分23秒
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Table 16 撮影映像 中の授業数に対す る信念表出が見 られ る授業数の割合
Table 16の結果より,「学習発表会に向けた授業」において「学級経営におけ
る教師の信念」が表出された授業数は,A教師が 14(合計 30),B教師が 11(合
計23),C教師が8(合計 17)であり,他の授業に比べ表出数が一番多かった。
また,「学習発表会に向けた授業」での「学級経営における教師の信念」が表出
された割合は,A教師77.78%(授業区分中 1番目),B教師57.89%(授業区分
中2番目),C教師 42611%(授業区分中 2番目)であつ た。一方で,一学習発表
会に関連 しない「国語」の授業での「学級経営における教師の信念」が表出され
た割合は,A教師10%,B教師12.5%,C教師 12.5%であつた。学習発表会に
関連 しない「国語」の授業数は,「学習発表会に向けた授業」の授業数とほぼ同
数となつている。このような結果から,「学級経営における教師の信念」は,「学
習発表会に向けた授業」の中で多く表出されていたと言える。
授業 区分
A教師 B教師 C教師 D
?
?
?
?
?
?
②信念表出
場面が見ら
れる授業数
②÷①X
(%) 9堡髪|[[]l②市硼9堡影|[][l②市硼9堡髪|[l]l②檻則
学習発表会に向けた授業 ‖ H『7,7DЮ  l1 67.89D  8 
“
2,lDЮ  l 
“
?
?
?
?
?
?
?
?
?
〓
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? 20 2 10,0024  3 a2.50
“
  2 12,5016  1
算数 2  0 011  1 0.007  0M  0 0
生活 / 社会・理科 2 0 04 0 ω 4 0 0Ю  0 0
図工 4 0 06  0 ω 4 0 ω l
家庭科 0       0    /0     0    ノ///′ 1 0 00        0    /
体育 4 0 04 0 01 0 07  2 08.5つ
音楽 4  0 03 0 ω 2  1 60,000        0    /
学級活動 7  5 
“
1.4鋤 6  4 
“
6.6η 5  1 佗0.00 9        2
?
?
?
?
?
?
朝自習前 4 0 05 0 0
“
  2 02.5013  0 0
朝自習 11  1 0,09 0 B 0 0
朝の会 Ю  4 02,2"‖  1 6。20 0 H l1 62.30
休み時間=昼休み 20  1 6,0025      0      (0)34  1 佗.90 0
給食 B  0 015  1 6,6η0 12      0     0.00
清掃 Ю  0 07 0 09 0 07 0 ω
帰りの会 r  3 仁7.69r  2 色L70Ю  2 90,008 2
放課後 7    0   10)5  0 ω 0 4 0
合  計 171 30 07.5023 は2,8'
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D教師は,教職経験年数が 1年目ということもあり,「学習発表会に向けた授
業」の中では,表出場面がほとんど見られなかった。しかし,D教師の朝の会で
は,授業数 21の内,11の表出場面が見られ,その割合も,52.38%と,他の教
師と比べても,非常に高い値を示 していた。これは,コンサルテーションの中で ,
D教師の思いや考えをどのように子ども達に伝えていけばよいかを振 り返つた
際に,朝の会で D教師自身がスピーチを行 うことにした影響が出ている。授業
を進めることに日々精一杯の D教師であつたが,朝の会で,教師の実体験など
を通 して,D教師自身がどのような学級集団を形成 したいのか,その学級でどの
ような子ども達を育みたいのかということを,子ども達に話す機会を意図的に設
けることにした。そのことが,結果として表れている。
4人の教師それぞれの「学級経営における教師の信念」が表出された実践場面
については,付録 として掲載する。表出場面は,全て トランスクリプ トを作成 し
た上で,次の3つのいずれかの条件を満たした場合に表出場面として取 り上げた。
①「学級経営における教師の信念」の内容や,「教師信念キーワー ド」を発話し
ている。
②「教師信念キーワー ド」に関する「学級経営における一連の思考」の内容を発
話している。
③ 言葉には十分に表れていないが,文脈の前後から①または②の様子を表す発
話がある。
ここでは,各教師の「学級経営における教師の_信念」が表出されている実践場
面を一事例ずつ紹介する。
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【A教師】
Table 17 A教師の「学級経営における教師の信念」表出場面
教師観「絶対に見捨てない」 T:A教師 C:児童  【10月31日 帰りの会】
T:では,話をします。先生が話したいのは,まず,一つ日,どうもみんなの様子を見ていると,週末やから,金曜日やから疲れて
きているのか,それとも風邪をひいていたり,お腹が痛かつたりしてしんどいのか,それともなんだかつまんないから, しんど
いのか,先生,心配だなぁって思つています。体がしんどいのか,心の中がしんどいのか,どっちかなあつて。先生,日を見て
るんです。どの子のどこがしんどいのかなぁって。目が合わないのは,困ります。みんなの様子をいつもよ～く見てるんです。
でも先生もいくらよ～く見てても,心の中をのぞくことができません。だから,体がしんどいのか,気持ちがしんどいのか,し
んどいなぁってときは,ちゃんと先生に言いに来てください。いいですか?
C(複数):はい。
T:そのためには,まず, 日を合わします。先生の目がちゃんと見れなかったら,それができません。先生は,いつもみんなと目を
合わせて,話をしてるんです。目が合わない子とお話はできません。何を考えてるかわかんないんだもん。30人いてもそうです。
だれ一人として大切じゃない人はいないんです。みんな大切なクラスのお友達です。いつも先生と目が合うようにしてほしいで
す。
C複数 :はい。(元気のよい声)
A教師の「教師信念キーワー ド (教師観)」 は,「絶対に見捨てない」である。
そして,「学級経営における教師の信念 (教師観 )」 は,「絶対に見捨てない教師
でいたい。なぜかというと,教師がやつていることを見て,クラスの子ども達は
育つから。そのために,教師がお手本を見せた り,全体を見回しながら,子ども
達の逃げ道をつくつたリフォローをしたりして,長い目で見ていきたい。」であ
る。さらに,Table 17の場面をよく表 した 「学級経営における一連の思考」は ,
「絶対に担任が見捨てない。(なぜかとい うと)子どもたちは,教師の思いを絶
対に感 じるから。弱い立場の子ども達を切 り捨てていつたら,周りの子たちも絶
対に切 り捨ててしまう。(そのために)全体を見回しながら,自分が手本となつ
て,絶対にゆずらないつていう ところを子ども達に見せることが大切6」である。
Table 17の場面は,_学級の申_に,体や心がしんどいのか, 日が合わない子ども
達がいるのを心配 して声をかけている。「学級経営における教師の信念(教師観)」
では,「教師がやつていることを見て,クラスの子ども達は育つ」とあり,「みん
なと目を合わせながら話をしている」とい うことを実行 して見せながら子どもた
ちに話をしている。教師が手本を見せ,全体を見回して,しんどい思いをしてい
る子ども達をフォローしていこうとする姿が,この場面ではよく映 し出されてい
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る。また,絶対に見捨てない姿勢として,「だれ一人として大切 じゃない人はい
ないんです。みんな大切なクラスのお友達です。」と学級の子ども達全員に伝え
ている。このようなことから,A教師の教師観「絶対に見捨てない」という姿勢
を感 じることができる。
【B教師】
Table 18 B教師の「学級経営における教師の信念」表出場面
児童観「自信」 T:B教師 C:児童  【11月19日 帰りの会】
T:(連絡帳に書いてあるみんなの一言日記が)めつちゃいいこと書いてるなぁっと思つて。ちゃんと自分のこと,こうしようつ
ていうこと,すごく書けてて,いいなぁつて思つて…すごい,みんな,文も書けるようになつてきたし…劇もがんばつてや
つてるなぁって思います。今,ちょつとずつ,かっこいい一年生,完壁なところまでいきかけてます。…大文夫,自分達に
自信をもつて,やることきつちりやれば,きつと今までの1年生みたいにできます。自分達に
C複数 :はい。
B教師の教師信念キーワー ド (児童観)は,「自信」である。そして,「学級経
営における教師の信念 (児童観 )」 は,「自信をもつて,何でも積極的に取り組ん
でほしい。なぜかとい うと,間違えることを恐れ他人任せになってしまうところ
があるから。そのために,自分ができたという喜びや友達とのつながりからわか
つてもらえるとい う安心感を大事にしていきたい。」である。 さらに,Table 18
の場面をよく表 した「学級経営における一連の思考」は,「やればできるつてと
ころへつなげたい。 (なぜかというと)ほんのちょっと間違っただけでも,戸惑
って,結局手を挙げなかったり,自信がなくて,ノー トの字をかくしてしまった
りする子ども達が多いから。(そのために)『自分で,できた』と喜んでもらうこ
とを大事にしたい」である。Table 18の場面は,連絡帳に書かれた一言 日記「も,
国語の作文も,_劇の練L習も,様々 などころでが んばっていることを褒め,認め ,
肯定し,安′い感を与えることで:自信を高めようと学級の子ども達みんなに伝え
ているところである。
学習発表会後の子ども達の作文からは,「本番は大きな声が出て本当にうれ し
かった。」,「だんだん大きな声が出せた。」とい うように,「大きな声が出せた」
という内容が,28人中 18人(約64。29%)の子ども達の文章で見られた。この
ことか ら,大半の子 ども達が 「自分で,できた」 とい う「自信」を感 じていると
捉 えることができる。子 ども達に 「自信」 をもつてほ しい とい う B教師の思い
が,大半の子 ども達で,実現できてい ると言 えるだろ う。
【C教師】
Table 19 C教師の 「学級経営における教師の信念」表出場面
教師観「私のまま楽しむ」 T:C教師 【10月10日 3限 学習発表会に向けた授業】
T:(群読) ・¨タイミングがちょつと難しいねんけど,でも,「言うぞつ」と (心の中で)言つたら,…楽しくなつてく
る。そわつてちょつと動くねん。言うぞつてなる。そういうのも見てて楽しいところなので,動きもちょつとぐら
い,もう,ちょつとぐらい,ふらふらしててもいいから,楽しく,これ一枚,仕上げてみようかなつて思います。
C教師の 「教師信念キーワー ド (教師観)」 は「私のまま楽 しむ」である。そ
して,「学級経営における教師の信念 (教師観)」 は,「私のままで,楽しくや り
たい。なぜかとい うと,自分が楽 しむことで,みんなが自然と楽 しくなつてほし
いから。そのために,冗談を言つたり,できるだけ隠さずに思つたことを伝えた
りしながら,何でも楽 しみたい。」である。さらに,Table 19の場面をよく表 し
た「学級経営における一連の思考」は,「私のモッ トー は楽 しむこと。そして ,
私は私 じゃないとあかんと思つている。(なぜかというと)自分が楽 しくないと
子ども達も楽しくない。私だけが楽 しくなつたらあかんけど,自分が楽 しんでた
ら,なんか楽しくなってきたつてい うのが伝わればいい。自分が楽 しくないこと
を無理や りさせんのがいややから。(そのために)せつかくだから,何でも楽 し
めって思つている。」である。Table 19の場面は,学習発表会で発表する群読の
練習中に,C教師自身が楽 しいと感 じているところを子ども達みんなに伝えてい
る場面である。C教師が,私のままで楽 しんでいる姿を子ども達に見せている。
自分が楽しくないと子 ども達も楽 しくないし,私自身が私のままで楽 しんでいる
姿を見せることで,楽しさが伝わればいいという思いから,C教師の教師観「私
のまま楽しむ」とい う姿勢を感 じることができる。
子ども達の学習発表会後の作文からは,「全部笑顔で成功 した。」,「笑顔でのり
きれた。」,「先生に言われたのに,顔が笑顔 じゃなかつた。」,「また,みんなと笑
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いながら発表 したい。こんな楽しい 日々が毎 日続いたらいいな。」という「笑顔
で,楽しむ」とい う視点が何人かの子ども達に見られた。これは C教師の 「私
のまま楽しむ」姿勢が,子ども達に伝わつているものと考えられる。
【D教師】
Table 20 D教師の 「学級経営における教師の信念」表出場面
学級観「めりはりのある団結」 T:D教師 C:児童  【10月15日 3限 国語】
(子ども達は授業に集中して一生懸命に取り組んでいた。また,国語の授業内容が時間内に少し早く終わつた)
T:ゲームやる?
C:(子ども達がゲームを提案し,ルー ルを説明する)
ToC:(一緒にゲームを楽しむ)
T:(終了時)みんなが,授業とか集中してるなぁつて思つたので,楽しいことしたいなぁって思いました。また,授
業は集中して,めりはりをつけて,遊ぶときは遊ぶと,できるように,頑張りましょう。
D教師の教師信念キーワー ド (学級観)は「めりはりのある団結」である。そ
して,「学級経営における教師の信念 (学級観 )」 は,「めりはりのある団結 した
クラスになれたらいいと思 う。なぜかとい うと,新しい勉強ができたり,友達の
ことが今まで以上にわかつたりしながら,一つになれたらいいと思 うから。その
ために,グループ活動などのかかわりを増や し,協力することで達成感を得 られ
るようにしていきたい。」である。さらに,Table 20の場面をよく表 した「学級
経営における一連の思考」は,「めりはりがつけられる団結 したクラスになれた
らいいと思 う。(なぜかというと)グループ活動では,楽しさを感 じながら一生
懸命に取り組むことができるから (そのために)楽しむ時は楽 しんで,する時は
する。いつしょに,何か協力をして,達成感を得る。1である。Table 20の場面
は,子ども達が授業に集中して,やるべきことがしつか りとできたことから,め
りはりをつけてjみんなでいっしょに楽 しむことで学級全体=が二うになることを
目指 してゲームを提案 した。子 ども達は,その提案を喜び,子ども達自身からゲ
ームの種類の提案がなされ,子ども達が先生にルールを説明しながら,クラスが
一体となって,ゲー ムを楽 しんでいた。このようなことから,D教師の学級観で
ある「めりはりのある団結」とい う姿勢を感 じることができる。
(2)「学級経営における教師の信念」の一貫性 と柔軟性
一 貫 性
「学級経営における教師の信念」が,様々 な教育活動の中で,表出されている
中で,継続 して同じ言葉やはたらきかけを続けている場面が見られた。ここでは ,
特に,顕著であつたA教師とB教師の実践を紹介する。
①A教師の実践
A教師の「学級経営における教師の信念 (学級観 )」 は,「自分達でお互いに高
め合えるクラスになつてほしい。なぜかとい うと,みんなでやるからこそ,頑張
ろうという気持ちになれるあたたかい居場所にしたいから。そのために,自分達
で,教え合つたり,工夫 し合つたり,認め合いができるように関わらせていきた
い。」である。そして,教師信念キーワー ド (学級観)は,「自分達で」である。
この「自分達で」とい う言葉は,全撮影 日数 25日間の内,11日間で表出してい
る場面が見られた (Table 21)。表出場面の授業は,国語が 1回,学級活動が 2
回,学習発表会に向けた授業 (主に国語や音楽)が8回であつた。このようなこ
とから,表出場面が一番多い授業は,学習発表会に向けた授業であることがわか
った。
子ども達は,十分に A教師の思いを受け取 り,休み時間を使つて,自主的に
学習発表会の劇の練習を行 うなど,自分達で活動する場面が多く見られた。また ,
学習発表会後の作文では,「みんなと練習して楽 しかつた」,「みんなで力を合わ
せTC頑張つたからできた」,[みんなで一絡に歌つたから嬉 しくなってきた」とい一
うように,自分のことだけでなく,「みん_な」とい う学級全体の視点 で作文して
いる児童が,30人中20人(約66.67%)いたことがわがった。  ~    ~
このように,A教師が,一貫 して,継続的に子ども達に向けて「自分達で」と
いう言葉を発 したことは,みんなで活動するということを,子ども達が意識する
ことにつながつていつたと考えられる。つまり,A教師の一貫した思いは,子ど
も達の行動に影響を与えたと考えられる。
Table 21 A教師の学級観 「自分達で」の表出場面 (付録より抜粋)
?
?
?
?
日にち
時限
授業区分
教師の発話に至った前後の過程 教師の発話内容の概要 児童の様子
A2
???
墓動会では,自分達で頑張れたことを
辰り返つた。そして,今後の2年生に
なるまでの目標について話をした。
「何にも知らへんかったみんなが,給食当番,掃除,
勉強もできるようになつてきた。運動会,自分達で
頑張れた。ゴー ルは素敵な2年生になること。元気
に,みんなが仲よして,にこにこ過ごして,このクラ
スのめあてをしつかりと守つていこう。」
話をよく聞いた後で,まずは自分達で頑張つた運動会
を振り返り,絵日記にまとめた。
???
先生が来たから自分の席に着いた状況
を知って,みんなが座るのはなぜなの
か,また,自分達で気づいて動くこと
の大切さを話した。
「みんなが教え合うことはすごくいいこと。自分達
で気づいて動くことができたのは,すごくいいこと。
それができるクラスは,素晴らしいクラスだと思う。
教えて合つて,自分の頭でああそうだと思つて動く。
みんなは,先生が,ピピピピつて動かしてるロボット
f・t■かぃ 1
子ども達からは,「授業中に, うるさかつたら勉強の
邪魔になるから」という意見が出て,先生が来たから
座るのではなく,休み時間が終わつて授業の時間だか
ら,自分達で気づいて座ることが大切だということを
うなずきながら聞いていた。
?
?
入学当初から,色々 な勉強をしてきた
ことを振り返つた。そして, これまで
学んできたことを,学習発表会で,自
分達で力を合わせて発表してほしいこ
とを伝えた。
「自分達で,考えてやっていく。先生や周りにいる
他の先生たちが,こうした方がいいよつて教えてくれ
ることはあつても,でも,自分達でも考えて,覚え
て,やつていく。みんなが力を合わせて,一つのもの
をつくる,それが,学習発表会。」
「学習発表会の練習では, 自分達で考えていくという
心構えについて,話している先生の方をよく見て,話
を聞いていた。」
?
?
何も言わなくても,休み時間に自分道
で練習している友達の話を取り上げ,
みんなで力を合わせて自分達で劇を`くつていこうとする雰囲気を高めた。
「自分達で言い方を工夫したり,動きや手の挙げた
方や体の向けた方を考えながらやつてる友達がいた。
みんなでそんなふうにできたらいい。この劇をするに
は,このチー ムワー クがいる。みんなで力を合わせる
から,すごくいいものになる。」
自分達で練習していた児童は,嬉しそうであつた。ま
た,他の児童は,先生の方を見て,話をしつかりと聞
いていた。手省贅冽
???自分達で休み時間に練習していたグループをみんなに紹介し,みんなに自分達で相談し合つてほしいことを伝え
た。
「先生は何も言つてないのに,自分達で考えて,本
当の劇になつている。みんなも自分達で相談し合つ
てほしい。きつとできるはず。J
その後の練習で,グループに別れて,自分達で劇の練
習に取り組んでいった。
?
?
友達のよかったところを発表し合つた
後,他の児童も,さらに大きな声で台
詞を言えたり歌えるようになっていっ
た。舞台での練習の時でも,自分達で
教え合つたり,考えたりしていつてほ
しいことを伝えた。
「月曜日から,舞台の上でやる。講堂でやる時は,
もつともつと声をださないといけない。今,前で歌つ
た人の声が大きく変わつていつた。それを自分達で
教え合つたり,考えたりしてできるようになつていつ
てほしい。」
友達の良いところとして,「大きな口を開いていた」
「気持ちがこもつていた」「間があいていた」などの
意見が出された。他の児童も,このような良いところ
を参考にして取り組んだ。その後,「気持ちを込めて
大きな声で言えるうようになつた」という感想が出さ
れた。
A21
H/H
3限
学習発表
学習発表会に向けて,初めての講堂て
の練習を終え,練習の振り返りをし
た。
「昨日より上手くなっている。まだできてないところ
ま,自分達で頑張つてほしい。」
初めての講堂での練習を終えた感想を発表し合い,気
持ちを共有した。子ども達からは,「楽しかつたJ
「おもしろかつた」などの感想が出された。
A22
H/12
3限
学習発表
講堂練習の開始時に全員が整列したと
ころで,一人一人の意識を高めるたこ
に話をした。
「自分達でゃる。わからない友達をよぶ,それが
チー ムワー ク。人間だから忘れることもある。間違う
ことだつてある。そこは,自分達で助けないと。
やつてることは,全部,自分達に返つてくる。頑張つ
てやつてたら,自分達の力になる。J
た生の方を見て,話をしっかりと開いていた。その後
D練習では,一人一人が集中して頑張つていた。
A24
?
?
練習を楽しく感じてない児童もいるた
め,発表会前に,自分達でするという
ことを確認し,みんなで一つのチーム
とヤヽう意識を高めた。    ―――
「自分達も見ている人も楽しくなるためにはどうした
らいいんだろう。みんなのチー ムワー クがよくなかつ
たらいいものができない。自分達でどんどん動いて
いく。一つの大きな船上乗ったチー ム。もつと大洪血
してほしい。」
子ども達から,「やさしく教える」「仲良くするJ
「恥ずかしがらない」「教え合う」「自分から動く」
「自分達の力でやる」「みんなで力を合わせて楽しく
整旬 など,たくさんの意見が出【,子ども達全体の
ま欲が高まった。
字首発届
A28
?
?
学習発表会前日,これまでの練習を振
り返り,グル‐プごとに分かれて,自
分達で相談したり確認し合う作戦タイ
ムを行わた。最後に,一人=天0日標
を発表し合い,その目標は,黒板に書
き残して,明日への意欲を高めた。
「今から,自分達で,確かめたり練習したり最後の
御奮タイムにしだVヽ ●¨・みんなの力はすごい。僕た
らだけの,私たちだllの,作品に仕上げることができ
こ「
二人二人が発表した百原F面からて,現日,舞晉
で,頑張つて,発表してほしい。みんなが頑張つてる
委を見せてもらつて,とつてもうれしかった。」
先生の意図をよく理解し,グルァプごとに,相談し
たり確認し合うことができだl「大きな声で元気よ
く.力を合わせて,自分達で考えて,教え合つて,な
がよくやろうJという作戦が守れたかという問いかけ
に,大きな声で「はい」と返事をした。一人一人が,
自分で建てた目標を生き生きと発表した。
字槻 表
A30
???
自分達で,学級会を進められるように
なってほしいと考え,学級の相談係に
司会や記録の役割を与え,話し合いを
進められるように支援した。
「もつともつと仲よしになったらいいなと思い楽しい
お楽しみ会を提案した。自分達で違ぅゲー ムを考え
ていくことが大切。しつかり考えて,楽しいお楽しみ
会にしてほしい。」
お楽しみ会のめあては,「みんなが元気で笑顔になる
お楽しみ会,なかよく楽しいお楽しみ会」にみんなて
決めることができた。また,ゲー ムや歌・ダンスなと
子ども達から色 な々意見が出された。
*授業区分 :「学習発表」は,「学習発表会に向けた授業」のことを表す。
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②B教師の実践
B教師の「学級経営における教師の信念 (学級観)」 は,「子ども達同士がつな
がつて,笑顔で楽 しい雰囲気にしたい。なぜかというと,自分達で決めた学級 目
標「仲のいい楽 しいクラス・気持ちのいいクラス」にしてほしいから。そのため
に,友達と協力 し合 う関わ りの活動をたくさん取 り入れていきたい。」である。
そして,教師信念キーワー ド (学級観)は,「つながる」である。
まず,分析カテゴリーごとにおける語 りの数と割合 (Table 6)から,B教師
の「方針の語 り」の小カテゴリー 「児童同士」は 11.05%,また,「実践に関わ
る語 り」の小カテゴリー 「児童同士」は 5。23%であつた。小カテゴリーの 「児
童同士」は,「児童同士を関わらせながらはたらきかける」内容 として定義 して
いる。これらの値は,他の教師の値より高い値になっていた。
また,「学級経営における一連の思考 (方針の語 り)」 の中には,「友達と協力
して何かをする」,「友達同士をつないで,高め合わせていく」とい う内容があつ
た。また,「学級経営における一連の思考 (実践の語 り)」 の中には,毎日の朝の
会で「横を向いて隣の人とあいさつをしながらハイタッチや握手をする,お楽 し
み BOX(日直が,ゲー ムの書かれたカー ドを一枚引き,その内容をみんなで楽
しむもの)を導入するなど」といつた子ども達同士を関わらせる内容がたくさん
あった。B学級における朝の会のプログラムは,Table 22の通 りである。
Table 22 B学級における朝の会プ ログラム
朝 の 会
今日は,○月○日○曜日 朝のあいさつをしましょう。起立,気をつけ,おはようございます。
横をむきましょう。「(あいさつ)」 (外国語で「おはよう」のあいさつをしたり,ハイタッチや握手をする。)
お楽しみBOXをします。(カー ドを引き,みんなで活動)
判)ジェンカ子■ジヤンケン,:曲t合わせてあい:きつをt合うなど
健康観察をします。(日直が名前を呼ぶ。最後に,みんなが日直の名前を呼ぶ。B教師は,その様子を見守る。)
先生のお話しです。
これで朝の会を終わります。 1時間目の準備をしましょう。
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そして,子ども達が「つながる」ことを意識 したB教師のはたらきかけは,朝
の会以外の実践場面でも数多く見ることができた。B教師の継続的で一貫したは
たらきかけにより,子ども達は,仲良く楽 しい雰囲気で活動に取 り組んでいた。
その詳細は,Table 23の通 りである。
Table 23 B教師の学級観 「つなが り」の表 出場面 (付録 よ り抜粋 )
*授業区分 :「学習発表」は,「学習発表会 に向けた授業」のことを表す。
番号
日にち
時限
辱業ヌ冷
教師の発話に至つた前後の過程 教師の発話内容の概要 児童の様子
?
?
? コ語教材の中の発間で,木の幹を見ても今まセミがいない理由を尋ねた。
となりの友達やクラスの友達と交
流して,答えを見つけるよう指示した。
となりの友達やクラスの友達と交流しなが
ら考え,先生の質問の答えを見つけた。
10/10
4限
学習発表
気持ちや様子を考えながら声に出すことを
目標にした。
どんな声で読めばいい力、グループ活動
を通して,気持ちを共有した。
みんなで手を繋いで,体を動かしながら,
言葉を発した。多くの児童が生き生きした
様子で取り組んでいた。
10/14
4限
学習発表
子ども達は,物語「くじら雲」に描かれた
実際に近い状況で体験した。
物語と同じようにな状況にするため,運動
場に出て,全員で手をつないで演技
をした。
全員で手をつなぎ,気持ちを込めて,空に
向かつてジャンプした。
10/22
1限
学習発表
子ども達は,隣の人とペアになり,くじら
雲役と子ども役に分かれて,くじら雲への
手紙を読み合い,感想を発表し合つた。
「子ども役は,お手紙の内容をしつかりと
伝えてはしい。くじら雲役は,よかつたと
ころを見つけて,伝えてほしい。」(伝え
合いの活動)
子ども達からは,「くじら雲さん,ありが
とう,いつしょに,空の上を探検してとつ
ても楽しかつたです。元気でね。」といっ
たお手紙がいくつか発表され,他の友達の
考え方を知りながら,よかったところを共
有した。
???
子ども達は,算数の問題に電車ごつこの挿
し絵が出てきたため,電車ごつこを体験し
た。
(電車ごっこの絵を見せながら)「こんな
のやったことある?今からある曲を流すの
で,電車ごつこをしてみよう。」
3人1組の電車で,曲に合わせて,自由に
動き回つた。 (曲の節日で,並び1煩は,交
代)とても楽しんでいた。
?
?
子ども達は,くじら雲の劇を各場面のク
ループで練習後,演技を見合いながら良い
ところを発表した。この練習を通して,大
きな声と動きへの意識を高めようとした。
「もつと自信もつて,いつぱい動きなが
ら,大きな声を出してほしい。みんなで
協力して,教え合つてほしい。相談
したら,たぶん,みんな答えてくれる。ま
ねをしていい。おもしろいくじら雲。楽し
くみんながにつこりするくじら雲になるよ
う頑張つてほしい。」
演技を見合いながら,よかったところを発
表し合つた時,「声が大きく出てし
た。」,「動きが楽しそうで頑張つてし
た。」という意見が出された。
子習発表
?
? 制「くじら雲」の練習をがんばつた後,学
級全体でのレクを提案した。
先生が,何をしたいかを尋ねたところ,子
ども達は,「歌を歌いながら,ロン
ドン橋をやりたい」と答えた。
みんなで歌を歌いながら,ルー ルを守り
ゲー ムを楽しんだ。7省発表
???
子ども達は,講堂での練習を終え,教室に
もどり学級全体で振り返りをした。ペアで
話をした後,明日の自分あてに励ましの手
紙を書いた。
「よかつたことや明日の予行練習でどうし
ようかを考えて,隣の人に話をしてみ
よう。その後,『明日はがんばろう』とい
う自分あての手紙を書こう。」
子ども達から,お家の人に「頑張つたね,
すごくよかつたよ。」と言われたいという
意見が出た。ペア同士で振り返りをした
後,明日の自分あてに手紙を書いた。
???子ども達は,リレー 読みをするため,グルー プで相談して役割を決めて練習した。
「グループごとに役割を決めて練
習する。2人で読んでもいいし, 3人で読
んでもいいので,相談して決めてほし
い。」
声をかけ合いながら集合し,グループごと
に話し合つて役割を決めた。その後, リ
レー 読みの練習をした。
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このように,教師が,継続的に一貫した思いを伝えることにより,教師の信念
は,子ども達の心に届き,行動の変容へと結びつく可能性がある。PDCAサイク
ルで言い換えれば, 日標設定 (P)から実践 (D)までの一貫性を保つことが ,
教師と子ども達との相互作用を促 し効果的な教育効果をもたらす と考えられる。
柔 軟 性
「学級経営における教師の信念」が,様々 な教育活動において表出されている
中で,信念が一貫 しながらも,手立てを柔軟に変更する場面も見られた。ここで
は,特に,顕著であつたC教師の実践を紹介する。
C教師の実践
C教師の「学級経営における教師の信念 (児童観 )」 は,「周 りの動きを見なが
ら,自分で考えて行動できるようになってほしい。なぜかとい うと,相手への迷
惑を考えて行動できるようになってほしいから。そのために,自分の考えをしつ
かりともつて判断できる責任感や積極性を高めたい。」である。そして,教師信
念キーワー ド (児童観)は,「自分で考えて行動」である。この 「自分で考えて
行動」に関連する「学級経営における一連の思考 (具体的な目標の語 り)」 の内
容は,「周 りの動きがちゃんと見られる子になってほしい 0自分で考えて動ける
子になってほしい 0あの子が,あそこやつてるんやつたら,私,こつちするわつ
ていう子になってほしい・真似もいいけど,じゃぁここ変えようとい う子になっ
てほしい・何かを見つけて,あつちをやつておいた方がいいよねと考えて判断で
きるのが理想 (一部抜粋)」 であつた。このような思いから,C教師は,面接の
語 りの中で「じやんけんで,何かを決めるのが嫌い。」と発言 していた。そして ,
実践場面でも,子ども達同士が押 し付け合いにならないように「じゃんけんで決
めることはやめてほしい」と何度か語つていた (Table 24)。しかし,始めは ,
じゃんけんはしないで決めてほしいと言いながらも,じゃんけんを認めることヘ
変更した場面があつた (Table 24付録番号 C14)。その変更理由は,児童の実態
を見て判断したものであった。詳細は次の通 りである。「学習発表会の代表あい
さつをする児童を決める際に,複数の立候補者が出た。始めは,じゃんけんでは
ない方法として,相談するように指示 したものの,どの児童もやる気があり,相
談ではなかなか決まらなかった。その様子を見て,C教師は,立候補者に実際に
あいさつをしてもらい,みんなでどの児童が適当であるかを判断することに変更
した。結果は,どの児童が代表になつてもいいと思えるような納得できるあいさ
つを全員の立候補者がした。その様子を見て,じやんけんで決めることを許可し
たのである。
Table 24 C教師の児童観 「自分で考えて行動」の表 出場面 (付録抜粋 )
*授業区分 :「学習発表」は,「学習発表会に向けた授業」のことを表す。
?
?
??
6時間目の委員会に行く直前に, 6年生
からの引継ぎで,今度は, 5年生から委
員長を決めることを話した。じやんけん
で押しつけ合いにならないようにと先生
の思いを伝えた。
「5年生から,委員長を決める。押し付
け合いにならないように, じゃんけん
で決めることは,一番やめてほしい。
興味がある人は,ぜひ自分からやって
ほしい。J
帰りの準備と委員会に行く準備をしなが
ら話を聞いていた。子ども達からは,委
員長同士が集まって会議する日が何曜日
なのか, 6年生は委員長になれるのか,
質問があつた。
?
?
?
?
?
?
国語の討論の授業で,司会者を決める時
に, じゃんけんではなく,相談して決め
てほしい,自分から進んで行動してほし
いという思いを伝えた。
「司会を相談して決めてほしい。じゃん
けんではなく,私やるわ,僕やるわつ
ていう人がやつてほしい。これで,一
時間使つてしまつたら,時間がもつたい
ない。さつと決めよう。」
相談時,子ども達から,「やりたい人,
手を挙げてください」という,声が聞こ
えてきたが,なかなか決まらなかった。
先生の「さっと決めよう」という声かけ
の後,子ども達の中から自ら手を挙げ,
司会者が決まつていつた。
17M
6限
学習発表
学習発表会であいさつをする代表者を決
める際,多数の立候補者が出た。じやん
けんではなく相談できめてほしいことを
伝えたが,子ども達の様子を見て,手
¨
「きちんと言える人に立候補をしてもら
いたい。じゃんけんなしで相談して決
めてほしい。・…。(変更①)声で分か
ると思うけど,きちんと聞こえる人に
します。(立候補者の発表)…今の中
で,絶対あかんっていう人いてた?…い
てないよね。(全員よかつたという様子
で,子ども達はうなずく)先生も,そう
思う。                ど
うCJ
立候補した児童の中で,相談して決めよ
うとしていたが, どの児童もやる気があ
り,決まりそうになかった。そこで,台
詞を言わせて,一番しっかりと言えた
1か Aス′かで選ぶ〉いうナ法lr亦タ
たnそして,全員がしっかりと言えた
ために1 じやんけんすることを許可
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C教師がじゃんけんを許 した理由は,どの児童もやる気があり,自分から進ん
で立候補 している中での話 し合いだからであろう。そ して,なかなか決まらず ,
それを見て待つている児童もたくさんいた。このような実態を把握 し,じゃんけ
んではなく,立候補者の一人一人が,みんなの前で代表あいさつを行い,それを
見ているみんなで決めようと代表者の決め方を変更 した。しかし,結果は,立候
補者の全員が素晴らしいあいさつを行い,みんながどの人が代表になってもいい
と感 じていた。その実態を把握 し, じゃんけんで決めることを許 したのである。
このように,じゃんけんでの決め方に至るまでには,C教師の思考の中で,少な
くとも2回は,決め方の変更を行つている。1回目は,立候補者で相談する決め
方から,発表を聞いてみんなで決める決め方への変更である。そして,2回目は ,
その決め方から,立候補者同士でじゃんけんをする決め方への変更である。この
ように,児童の実態を把握 して,柔軟に手立てを変更 している。しかし,変わら
ないものがある。それは,学級経営における C教師の信念 (児童観)である。
ここでは,児童観「自分で考えて行動」という信念は変わっていない。自分で考
えて立候補を求めたことも,じゃんけんでなく自分で考えて相談するように促 し
たことも,自分で考えてどの発表が代表者にふさわしいかを考えるようにしたこ
とも,どのような状況になろうとも,子ども達が「自分で考えて行動」するとい
うことは変わらなかつた。最後のじゃんけんでの決め方においても,押し付け合
いではなく,自分で考えて行動 した中でのじゃんけんであった。つまり,教師が
子ども達への手立てを臨機応変に変更しても,教師が子ども達に求めている本質
が変わらなければ,その変更を子ども達は納得 し,受け入れることができると考
えられる。
PDCAサイクルで言い換えれば,日標設定 (P)を実現させるための実践 (D)
は,異なる実践 (D')になっても, 日標設定 (P)を実現させるためのものなら
ば,日標設定 (P)から実践 (D)と目標設定 (P)から異なる実践 (D')は,同
様の一貫性を保つことができると言える。つまり,学級経営における教師の信念
が実現できるものであれば,児童の実態に応 じて手立てを柔軟に変更することが
できると言えよう。
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
(3)コンサルテーションを通 して
Table 25は,給食準備時の3分間におけるD教師の発話の内容である。給食
当番が準備に取 りかかろうとしない様子を見て, 1人1人に声かけをしながら,
給食当番全員に早 く教室の外に出るように,何度も指示を繰 り返 しているところ
である。 しかし,子ども達は,すぐに,準備に取 りかかろうとしなかつた。
Table 25 D教師の給食準備 における発話 D教師の教師信念キーワー ド(児
童観)は,「何をすべきか考えて行
動」である。また,学級経営におけ
る教師の信念 (児童観)は,「何を
すべきか考えて行動でるようにな
つてほしい。なぜかとい うと,のび
のびしているのも,いい部分なのか
もしれないけれ ど,ルー ルや時間が
守れていないところもあり,しつか
りと守つてほしいか ら。そのため
に,子ども達が,話を聞き,周りを
見て行動できるようにしていきた
10月15日  T:D教師
い。」である。D教師は,ルー ルや時間にルーズな児童の実態から,今は何をす
べきか,自分で考えて行動できる子ども達になつてほしいと考えていた。
しかし,このはたらきかけは,教師の思いを実現できるものではない。なぜな
らば,一人一人に何をすべきかを指示することで教えてしまい,自分で考えると
いうことを奪ってしまっているからである。つまり,日標設定 (P)と実践 (D)
が,一貫していないことになる。ここが,Table21,Table 23,Table 24のように
目標設定 (P)と実践 (D)の一貫 していた事例と異なるところである。目標設
定 (P)と実践 (D)の一貫していれば,教師と子 ども達との相互作用はうまく
いっていた。これ らの事例から考えてみると,子ども達が,教師の思 うように行
動できなかつたのは,教師の日標設定と実践が,子ども達にとつて矛盾 したもの
になっているからだと考えることができる。つまり,日標設定 (P)と実践 (D)
はい,行くよ
はい,行くよ
はい,行くよ 1号車 !6班!
Fさん,Gさん
Hさん,エプロン
Iさん,行つて
」さん (エプロンを指さす)エプロン。
Kさん (エプロンを指さす),Kさん
Lさん
はい,行くよ,エプロン !
当番出る !
はい,早く出るよ !
当番,行くよ !…行くよ !
が一貫 していない場合は,教師と子ども達との相互作用に支障をきたすと考える
ことができる。
D教師とのコンサルテーションは,10月上旬から11月中旬にかけて,数回実
施 した。そこでは,「どのような学級集団を形成 したいのか,その学級でどのよ
うな子ども達を育みたいのか」というD教師の教育上のねらいと,子ども達と
の実態を振 り返 り,今後どのようなはたらきかけをしていくのかという作戦会議
を行つた。Table 26は,D教師との相互のコンサルテーション時に掲げられた
実態と目標,その目標に向けた実践 (作戦)の中から,教師信念キーワー ドに関
する内容を示 したものである。
Table 26 教師信念 キー ワー ドに関わるD教師 とのコンサルテーシ ョンの内容
D教師は,学級の実態から,授業中の私語を押さえて,話が聞けるようになつ
てほしいと考えていた。しかし,D教師は,一日の学校生活の中で,子ども達に ,
自分自身が抱いている学級観や児童観などの思いを話す機会が少なかった。そこ
で,教師の思いを伝える場面を意図的に設けることで,D教師の学級観や児童観
が子ども達に伝わるようにした。具体的には,朝の会で,これまでのD教師自
身の体験や社会の出来事を取 り上げ,その中に自分の思いや考えを入れながら,
スピーチをすることにした。また,児童の実態として,ルー ルや時間などが守れ
ていないことがあつた。その中でも,給食の準備の時間を早くしたいと考え,朝
の会で,みんなに現状を投げかけ,教師の考えを押 しつけるのではなく,子ども
達の気持ちを確認 しながら,また,子ども達自身が解決方法を見つけ出せるよう
教師信念
キーワー ド
コンサルテーションの内容
実態と目標 実  践
?
?
?
めり|まりの
ある団結
授業中の私語が多いため,話
を開けるようにしたい。
朝の会で,D教師が実体験や社会の出来事をもとに,
スピーチをした。そのスピー チの中で,今日一日の
めあてや,教師の思いを話した。
?
?
?
自分で
考えて行動
給食の準備や移動する時など
時間がかかるため,時間を守
れるようにしたい。
朝の会で,給食の準備についてどう思うか,みんな
の気持ちを聞きながら,そして,先生の思いも伝え
ながら,いつしょにどうしたらよいか考えた。
41
に,対話 を しなが ら,話を進 めた。その詳細 として,Table 27でD教師 と児童
との会話 のや りと りを取 り上げた。D教師の教師信念 キー ワー ド (児童観)は,
「何 をすべ きか考 えて行動」であつた。Table 25では,教師の一方的な指示で
子 ども達 を動かそ うとしていたが,Table 27では,教師 と子 ども達が ともに考
えなが ら,よりよい解決方法 を探 つている。コンサルテー シ ョンによつて,実態
と目標 をふ りか え り,日標 を達成す るための手立てを見直 し,改善 してい くこと
で,よりよい手立てを見つ けることができた。
この よ うに,手立てを見直 し改善 してい く流れ は,PDCAサイ クルで考えるこ
とができる。 日標設定 (P)と実践 (D)が一貫 した ものか を振 り返 り (C),よ
りよい ものへ と改善 (A)してい くことで,さらに,日標設定 (P)と実践 (D)
の一貫性 が保 たれ,あるいは,異な る手立てが見つか り,柔軟性 の幅 を広げるこ
ともできる。 これが,コンサルテー シ ョンの効果 である と考 え られ る。
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Table 27 D教師 と子 ども達 との給食準備 に関す る話 し合い
学級観「めりはりのある団結」 T:D教師 C:児童 【11月18日 朝の会】
T:給食について,みんなはどう考えてるんかなぁ…どう最近,早く用意できるようになったかな
C:ちょつとだけ。
T:ちょつとだけ…先生は,給食の時間,実はすごい好きやねん。だつて,楽しいし,お腹すいてて,おいしいし,す
ごい満たされてる感じがするし,それに,だつて,みんなとせつかく班に入つて話せる時間やから,すごい好きや
ねんけど,みんなはどう?…給食の時間は好きって言う人?
C数名:(挙手)
T:給食の時間,嫌いつていう人おる?
C数名:ちょつと嫌い
T:じゃぁ,一番好きつて言う人?先生も一番好き。
C数名:(挙手)
T:2番目くらいに好きやなぁって言う人?
C数名:(挙手)
T:はい。みんなは,1,2,3番目くらいには入る,好きな時間やんな,給食の時間つて。じゃぁ,その給食の時間,
先生は,少しでも長くしたいと思うんやけど,どう思う9
C数名:早く食べたい。
T:ちょつとでも早く食べたいよな。
C:余裕があつて食べたいなぁ
T:せやな。せかせかするのっていややなぁ。早く食べなさいって言われるのどう?
C数名:いや。
T:ゆつくり食べたいよな。じゃぁ,どうしたらゆつくり食べられるかな?ちょっと考えて, しっかり自分で。
Cl:給食当番,早く行く。
T:一番は,それやんな。早く行つたら,早く用意できるよね。今日も早く用意できるように頑張ろうね。早く食べら
れたら,みんなで大縄とかできるよね。先生,遊びたいわ。みんなでまた遊ぼう。
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Table 28 D教師のコンサルテーシ ョンによる気づき
回答内容 (逐語録よリー 部抜粋)
自分の中で,よくわからなかつた部分が,どうすればよかつたとか,ここを押さえておかなきゃいけないんだとかが,
少しでも,ちょつとだけでも,わかつた気がした……子ども達が,今どういうふうに考えてるんだって,深く考える機
会と力、全然,私が考えられてなかつたので。一人一人を考えるきつかけになった。……・
(これからは)待つ姿勢を大事にしていきたい。先生だったら,感情にぶつけるだけじゃなくつて、その子が、ちょつ
とでも良くなるようにつてことを、考えて行動すべきだと思う。次のことを考えて指示できるように。……
Table 28は,面接 の中で,D教師の コンサルテー シ ョンに よる気づ きが語 ら
れてい る部分である。D教師は,数回の コンサルテー シ ョンの中で,「子 ども達
は,話すのが好 きで,関わることで,新しい発見があつた り,友達の考 えてい る
ことがわかつた り,思い出が増 えた り,関わ りを増や した方 がいい と実感 した。
一人一人 を考 えるきつかけになった。」と,子ども達 の実態 を語 つていた。また ,
「待つ姿勢 を大事 に したい。感情 にぶつ けるだけでな く,考えて行動すべ きであ
る。」 と,教師である 自分 自身 を振 り返 っていた。 この よ うに,コンサルテー シ
ョン時に,子ども達 の実態や教師である自分 自身 を振 り返 り,今後の見通 しをも
つ ことができた。
手立てや はた らきかけによつては,教師 と児童 との相互作用が うま くいかない
こともあるだろ う。しか し,教師 自身が子 ども達に身 につ け させ たい力 を振 り返
ることで,学級経営 における教師の信念 を伝 えることができ,かつ,児童の実態
に合 つた手立て を見つ けることがで きる。つ ま り,コンサルテー シ ョン時に ,
PDCAサイ クルでの リフ レクシ ョンを取 り入れ ることは,児童 の実態や教師であ
る自分 を見つ め直すために有効な手段である と考 える。
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(4)児童の変容
約2か月間,学習発表会に向けて,教師と子ども達が一体となって取 り組む姿
を観察 してきた。その中で,「学級経営における教師の信念」は,学習発表会に
向けた授業の中で表出することが多かった。子ども達は,学習発表会に向けた取
り組みの中で,担任教師から多くの思いや考えを聞き,その内容を理解 し,行動
に移す中で,学級全体が一つにまとまり,個々 も成長 していくことができた。行
事を通 して子ども達が成長できるのは,一つに,教師自身が,自分の思いや考え
を伝える場面が自然と多くなるからだと考えられる。
学級や児童の実態を把握 し,教師の思いや考えを見直す資料 として,コンサル
テーションの際に,Q・Uの結果を活用 した。1回目に実施 した 10月上旬の Q‐U
の結果は, どの学級においても,学級生活満足群の割合が,全国平均 (低学年
41%,高学年37%)より高かつた (Table 29)。この結果から,それぞれの学級
において,教師と子ども達の信頼関係は成立 していると考えられた。このような
状況の中で,さらに教師自身の持ち味を生かし,子ども達との相互作用を見直す
ために,コンサルテーションを実施 した。そこでは,「どのような学級集団を形
成したいのか (学級観),その学級でどのような子 ども達を育みたいのか (児童
観),そして,そのためにどのような教師でありたいのか (教師観)」 について振
り返 り,今後の見通 しをはかつた。
学習発表会を終えた後,再度 Q¨Uによるアンケー トを実施 した。1回目の結
果との変化を提えるため,好ましい変化として,学級生活満足群へ変化 した割合
をとらえることにした。尚,学級生活満足群から学級生活満足群への変化に関し
て,良い状態を保つことも好ましい変化と捉えた。ここでは,好ましい変化を「正
の変化」,逆を「負の変化」として表記する。
結果 として,どの学級においても,正の変化が,負の変化より高い値を示 して
いた。このような結果から,学習発表会とい う行事を通 して,教師の児童へのは
たらきかけは,正の変化をもたらしたと考えられる。その中には,コンサルテー
ションで教師自身の持ち味を生かすために,「どのような学級集団を形成 したい
のか (学級観),その学級でどのような子ども達を育みたいのか (児童観),そし
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て,そのために どの よ うな教師であ りたいのか (教師観 )」 について振 り返 り,
子 ども達 との相互作用 を見直 した こ とも正 の変化 を もた らした要 因の一つ と し
て考 え られ る。Figure 4～Figure ll,及び Table 30～Table 33は,各学級 におけ
る Q‐Uの結果 と変化 を示 してい る。
Table 29 学級満足度尺度 と変化の割合一覧表 (%)
学級生活
満足群
非承認群
侵害行為
認知群
学級生活
不満足群
正の変化 負の変化
?
?
?
?
?
10月上旬 53.33 26.67 10.00 10.00
73.33 26.67
H月下旬 70.00 6。67 13.33 10.00
?
?
?
?
?
10月上旬 50.00 21.43 14.29 14.29
53.57 46.43
11月下旬 50。00 17.86 17.86 14。29
?
?
?
?
?
10月上旬 63.64 18.18 4.55 13.64
77.27 22.73
H月下旬 77.27 13.64 0 9.09
?
?
?
?
?
10月上旬 45。45 22.73 13.64 18。18
59.09 40。91
月下旬 59.09 9.09 4.55 27.27
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【A学級 10月上旬】
侵害行為認知群 10.0錨 承認得点 学級生活満足群 53.3%
非承認群 26.6霧    1学級生活不満足群 10.00%|
Figure 4 A学級の学級満足度尺度の変化プロット
Table 30 A学級の満足度尺度の変化
A学級
変 化 区 分
人数
(人)
合計
(人)
割合
(%)
?
?
?
?
学級生活満足群"学級生活満足群 16
22 73.33
学級生活不満足群‐学級生活満足群 2
侵害行為認知群0学級生活満足群 2
非承認群→学級生活満足群 1
学級生活不満足群"非承認群 1
?
?
?
?
学級生活満足群●侵害行為認知群 3
8 26.67
侵害行為認知群"侵害行為認知群 1
非承認群‐侵害行為認知群 1
侵害行為認知群‐学級生活不満足群 1
非承認群‐学級生活不満足 2
合 計 30 30 100
A学級の満足度尺度の変化は,正の変化が73.33%,
化の割合が負の変化の割合より高かった。
【A学級 11月下旬】
承認得点 学級生活満足群 70.00%
24           ●   ●●
非承認群 6.67%
Figure 5 A学級の満足度尺度の変化
負の変化が26.67%であり,正の変
?
?
?
?
・ 被
侵
→害
0得
′点
18 0
【A学級】
國正の変化 □負の変化
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IB学級 10月上旬】
侵害行為認知群 14.2銘     承認得点 学級生活満足群 50.0鰯
【B学級 11月下旬】
侵害行為認知群 17.86% 承認得点 学級生活満足群 50.00%
被___ 侵
害8● 1得
―■ 一―二―一 ―
点
学級生活不満足群 142996 非承認群 21.4鍼    学級生活不満足群 14.2郭 非承認群 17.8“
Figure 6 B学級の満足度尺度の変化プロット
Table 31 B学級の満足度尺度の変化
B学 級
変 化 区 分 人数
(人)
合計
(人)
割合
(%)
正
?
?
?
学級生活満足群→学級生活満足群 9
15 53.57
学級生活不満足群‐学級生活満足群 1
侵害行為認知群‐学級生活満足群 3
非承認群"学級生活満足群
学級生活不満足群‐非承認群
?
?
?
?
学級生活満足群‐学級生活不満足群 2
13 46。43
学級生活満足群
“
侵害行為認爾群 3
非承認群"侵害行為認知群
非承認群‐非承認群 4
侵害行為認知群"侵害行為認知群 1
学級生活不満足群‐学級生活不満足群 2
合  計 28 28 100
Figure 7 B学級の満足度尺度の変化
B学級の満足度尺度の変化は,正の変化が58.57%,負の変化が46.43%であり,正の変
化の割合が負の変化の割合より高かった。
?
?
?
?
?
，
?
?
?
?
?
【B学級】
国正の変化 □負の変化
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侵害行為認知群 4.55%
【C学級 10月上旬】
承認得点 学級生活満足群 63.64%
IC学級 11月下旬】
Figure 9 C学級の満足度尺度の変化
負の変化が22.73%であり,正の変
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
学級生活不満足群 13.6弔 非承認群 18.18%    学級生活不満足群 13.64%
Figure 8 C学級の学級満足度尺度の結果プロット
Table 32 C学級の満足度尺度の変化
C 学 級
変 化 区 分 人数
(人)
合計
(人)
割合
(%)
?
?
?
?
学級生活満足群‐学級生活満足群 14
17 77.27学級生活不満足群‐学級生活満足群
非承認群‐学級生活満足群 2
?
?
?
?
非承認群‐非承認群 2
5 22.73侵害行為認知群‐学級生活不満足群 1
学級生活不満足群‐学級生活不満足群 2
合  計 22 22 100
C学級の満足度尺度の変化は,正の変化が77.27%,
化の割合が負の変化の割合より高かつた。
【C学級】
田正の変化 □負の変化
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【D学級
侵害行為認知群 13.6琳
10月上旬】
承認得点 学級生活満足群 45.4"
非承認群 22.7昴    学級生活不満足群 27.27%
Figure 10 D学級の学級満足度尺度の結果プロット
:      |      :  e  l
24  ~~な
―
~―‐ ―――
学級生活不満足群 18.1郡
?
?
?
?
?
Table 33 D学級の満足度尺度の変化
D学級
変 化 区 分
人数
(人)
合計
(人)
割合
(%)
?
?
?
?
学級生活満足群‐学究生活満足群 10
13 59.09侵害行為認知群"学級生活満足群 1
非承認群‐学級生活満足群 2
化
非承認群‐学級生活不満足群 1
… …
護 Z
9 40。91非承認群"学級生活不満足群 1
侵害行為認知群‐学級生活不満足群 2
学級生活不満足群"学級生活不満足群 3
合 計 22 22 100
D学級の満足度尺度の変化は,正の変化が59.09%,
化の割合が負の変化の割合より高かった。
Figure ll D学級の満足度尺度の変化
?
?
?
【D学級 11月下旬】
?
?
?
?
?
【D学級】
圏正の変化 □負の変化
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負の変化が40.91%であり,正の変
第 4章 総 合 考 察
学級経営に関する面接で語つた言葉を整理することにより,一人の教師が繰 り
返 し表出する言葉や内容があることがわかつた。そして,「学級経営における教
師の信念」は,学級観,児童観,教師観のいずれにおいても,教職経験年数に関
係なく文章化できることがわかつた。つまり,教師の信念は,教職経験によらず ,
誰もが形成 していることが示唆された。また,その繰 り返 し表出する言葉や内容
は教育活動全般においてその人 らしい行動傾向となつて表出していることも確
認された。そして,その言葉や内容は,特に,学習発表会に向けた授業など,学
級みんなで取 り組む場面に多く表出していることが確認 された。この時に,教師
の言葉 と実践が一貫 していれば,子ども達は,教師の見方や考え方を受け取 り,
正の行動変容も見られた。また,その一貫性を保ちながらも,柔軟に手立てやは
たらきかけを変更することで,教師と子ども達との相互作用が良好に保たれてい
る実践も見られた。
これらのことから,時期を変えても何度も表出する「学級経営における教師の
信念」の存在が明らかになつた。また,「学級経営における教師の信念」は,教
師と子どもとの相互作用によつて実現される学級経営において,影響力をもつこ
とが示唆された。
このように,教師の信念と実践を一貫させることや,教師の信念を実現させる
手立てやはたらきかけを柔軟に見直 していくことは,子ども達の成長を促す助け
となると考えられる。PDCAサイクルで言い換えれば,日標設定 (P)から実践
(D)までの一貫性を保つことが,教師と子ども達との相互作用を促 し効果的な
教育効果をもたらす と考えられる。また,その一貫性を保ちながらも,手立てや
はたらきかけを子 ども達の実態に合わせて柔軟に変更 していくことで,その変更
を子ども達は納得 し,受け入れることができると考えられる。つまり,日標設定
(P)を実現させるための実践 (D)は,異なる実践 (D')になつても, 日標設
定 (P)を実現させるためのものならば,日標設定 (P)から実践 (D)と目標設
定 (P)から異なる実践 (D')は,同様の一貫性を保つことができると言える。
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教師にとつて必要なことは,この一貫性 と柔軟性の調整力をもつことである
(Figure 12)。「学級経営における教師の信念」の一貫性を保ちながらも,手
立てやはたらきかけを柔軟に改善することで,教師と子 ども達との相互作用が良
好に保たれると考えられる。
Figure 12 「学級経営における教師の信念」 を支 える力
さらに,PDCAサイクルで,学級や子ども達の実態を振 り返 り,「学級経営にお
ける教師の信念」を見直し,改善していくことも,教師の持ち味を活かしながら,
子ども達との相互作用を豊かなものにするために大切なことである(Figure 13)。
彦を建FII〔Aノ
‐ β妙 幾 肇rFp
l学級。児童理解
‐経験|,知識等学級経営
における
教師の信念
ガタ1返タ
■イの■
孵
^鶏
FIlrFp
■1また|ら1き|‐か|け‐手立ての選択
」乗謝鵬伊のノ
=■
調整力目標の背景から
実践までの一貫性
目標を実現させる
実践の柔軟な選択
Figure 13 PDCAサイクルに基づ く「学級経営における教師の信念」の改善モデル
学級観,児童観,教師観について,「なぜそのようにしたかつたのか,そのた
めにどうしていきたかつたのか,実践は何をしたのか,子ども達の反応や気持ち
はどうだったのか」といつた一連の流れを振 り返 り,子どもたちの実態とかけ離
れているところがあれば,どのような改善が必要かを考え,再び,学級観,児童
観,教師観にもどることが,教師と児童の相互作用を豊かにするものと考える。
本研究においては,4人の教師に関して,繰り返 し表出する言葉や内容が,教
育活動全般において,その人らしい行動傾向となつて表出していることが確認で
きた。しかし,さらに多くの人数で結果が同様に出せるのかは,今後の課題であ
る。また,「学級経営における教師の信念」の低学年の教師の平均表出回数 (26.5
回)は,高学年の教師の平均表出回数 (18回)の約 1.5倍の表出差があつた。
このことから,低学年 と高学年で,何かの要因で,表出の仕方に違いがあるよう
に思われる。「学級経営における教師の信念」の表出率と学年 との関係や,「学級
経営における教師の信念」の内容と学年との関係について調べていくことも,今
後の課題である。さらに,教師と子 ども達の相互作用を良好にするために,「学
級経営における教師の信念」が,どの程度,表出されたら良いのか,最適な表出
率に関しても,今後,深めていければと考えている。
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付 録 「学級経営における一連の思考 (一部抜粋)」 【A教師 学級観 :自分達で】
?
?
?
?
?
?
?
?
?
○自分達で,「こうしたい,ああしたい」という思いが出てくるクラスにしたい
○問題点を自分達で見つけて, 自分達で解決できるクラスにしたい
○お互いに高め合っていければいい
○子どもの仲間作り,人間関係をよくして,そこからつくりあげていきたい
○クラス全体としては,やつぱり仲間意識,仲間作りを大切にしていきたい
○前向きにやる気になつて, 1人1人が輝ける,それが集まって全体になるようにしたい
01人1人のもち味がいきるクラスにしたい
○授業中に意見が言えるクラスを目指したい
?
?
?
?
?
?
?
?
○みんなでやるからこそ,頑張ろうつていう気にもできるし,楽しさも感 じる
○「話す 。聞く」力｀しつかりできるのは,あたたかい,いいクラスだと思う
○自分達の存在意義,存在価値,居場所が確かに感 じられるクラスにしたい
○みんなでやつた方が楽しい
○一年生は,それぞれ個々が,自分だけで過ごしていることが多い
○自分のことはできるけども,人のことには興味 0関心を示さない子たちが多かつた
02年生に向かつて,仲間意識や集団を意識していつてほしい
○意欲をもつて,いつしょに取り組める集団をずつと考えていたので
○人間関係をよくして,団結力を高めていく
○関わらないとお互いのよさも悪さもわからない
○一人では何もできない
○人間は,人との関わりの中で生きている
?
?
?
?
?
○自分達で,教え合つたり,工夫し合つたりする
○お互いに認め合 う
○関わることで「楽しいな」という経験をたくさんさせてやる
○自分達で方向性を見つけ, 自分達が企画するようなことをする
○子ども達が,どうしたいかを決めていく
○話し合いをする
○人間関係作り,仲間作りに重点を置く
○あたたかい雰囲気で,失敗 しても,みんながフォローしてくれるクラスにしていく
○みんなの前で,認められるつていうところをつくつていく
○いい思い出をつくつて,次にがんばろうつていう気持ちがお互いに芽生えるようにする
○友だちが頑張ることで,自分も頑張れるようにする
○クラスの中で,話のできる友達を一人つくつておく
○失敗してもいいから,たくさんの人と関わつて,「どうしたらうまくいか,どうしたらよ
くないか」ということを学ばせる
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付 録 「学級経営における一連の思考 (一部抜粋)」 【A教師 児童観 :自信】
?
?
?
?
?
?
?
?
?
○個別に自信をつけさせていきたい
○学習発表会に向けて,自信をつけてもらいたい
○苦手な子ども達が委縮しないようにしたい
○人まで堂々と話しができるようにしたい
○みんなの前で声を出すことを楽しいと感じるようにしたい
○個人差を縮めたい
○最終的には,自信をもつて2年生になつてほしい
?
?
?
?
?
?
?
?
○萎縮しないようにする
○堂々と話ができるようにする
○話をするのが慣れている児童と, どういうふうにいつたらいいのかわからなかつたり,
恥ずかしがつて思いを伝えられなかつたりする児童もいる
○自分の意見を言えるようにする
○個人差がすごくある
○集団を意識して,自分の力を高めようとしている児童もいれば,自分のことが十分にで
きていない児童もいる
?
?
?
?
?
○否定するような言い方を極力しないようにする
○声が出てなかつたら,みんなでどうしたらいいか考えて,いっしょに言つてみる
○こつを発表して広める
○北風と太陽をイメージし,北風を吹きつけて,がんばれと励ますことも必要だけども,
自分からしたくなるようにもつていく。太陽のように自分から服をぬぎたくなるようにも
つていくにはどうしたらいいかを考える。言えるような雰囲気や状況にする
○学習発表会で,みんなの前で堂々と発表したり,歌が歌えたりできるようにする
○経験をたくさんさせる
○少しずつ教師が出ていく場面を減らしていく
○個人差を縮めていく
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付 録 「学級経営における一連の思考 (一部抜粋)」 【A教師 教師観 :絶対に見捨てない】
?
?
?
?
?
?
?
?
?
○絶対に担任が見捨てない
○逃げ道をつくつてや りたい
○心配だなと思 う子ども達,不安定な子ども達の心を安定させる。
○子ども達のフォローが, しっかりできる先生でいたい
○平等に見ていきたい
○行動ができていなかつたら,そのことを注意するようにしたい
○人格を否定するのではなくて,行為を否定するように,気をつけたい
?
?
?
?
?
?
?
?
○教師がやつていることを見て,クラスの子ども達は育つから
○子どもたちは,教師の思いを絶対に感 じるから
○弱い立場の子ども達を切 り捨てていったら,周りの子ども達も絶対に切 り捨ててしまう
し,そのクラスは, ピラミッド型ができてしまったり,いじめがあつたりというふうなこ
とになる
○先生が全部否定してしまったら,「僕のことを何も信じてない」というふうに,子どもは
とってしまうから
○ルールを決めないと,だれかは,のびのびとできるけども,きつと,その裏側で,のび
のびできない子ども達がいると思う
○楽をしている子ども達が多くを占めれば,その裏で必ず損をする子ども達が出てくる
○児童の距離は,何か問題をおこすことによつて,その子との関係が深まるというふうに,
その子は変わつていく
○信頼関係があるから,「これ以上やったらいけない」というのが,お互いの暗黙の了解の
中からできてくる
○子ども達が,将来,何をするにも,小学校で身につけないといけない学力というのがあ
るから
?
?
?
?
?
○自分が手本となつて,絶対にゆずらないところを,子ども達に見せることが大切
○全体を見回すのが教師の仕事
○逃げ道をつくることで,信頼関係が築けるように思う
○何かしてしまう児童は,寂しかつたり,認めてもらえてなかつたり,何か原因があると
思うので,フォローをする
○長い日で見て,定着するまで繰り返す
○先生は,30人なら30人の子達に,同じように力を注いで考えてあげないといけない
01人の児童を注意する時にも,その児童の逃げ道 (救われる部分や救える場所)を必ず
つくつておく。みんなの問題としてとらえていく指導の仕方をする
○いいところも絶対もつていると理解する
○安定して,クラスの中の, 自分のポジションや居場所をつくる
○平等に,ルー ルを決める
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付 録 「学級経営における一連の思考 (一部抜粋)」 【B教師 学級観:つながり】
?
?
?
?
?
?
?
?
?
○子ども達同士がつながるようにしたい
○笑顔で,楽しいクラスを目指している
○楽しいな,このクラス明るいな,ずつとおりたいなつて思うようなクラス
○協力し合 うクラス
○困つている子がいたら,そこに気づけるようになつてほしい
○支え合える,フォローし合えるクラスにしていきたい
○みんなで助け合つていけるクラスにしたい
○友だちの輪を広げたい
○全員で,何かをするというのを楽しませたい
○全員と関わらせるつていうのは,絶対にぶれたくない
○自分達で考えて, どんなめあてにするかを決めてやってほしい
○できる限りのとこまでは,自分達でやらせたい
○楽しくなるような,わくわくできるような,「これからがんばろう」,「今から勉強始まる
よ」という気持ちにしたい
?
?
?
?
?
?
?
?
○仲のいい楽しいクラス,気持ちのいいクラスという自分達で決めた目標を守ってほしい
○友達と確認し合つて決めてほしい
○子ども達同士で解決させることが必要
○行きたくないって言われるのが一番いやだなぁと思つていた
○楽しいクラスにいたら笑えるし,みんな勉強もできるのではないか
○みんなでやつているときは,いつしょにやつてほしいから
○せっかくとなりの席の子を,身近な存在にしてあげたい
○話し合いつて言われた時に,パッとできない
○せつかく同じクラスになつて,もう同じクラスになることは三度とないので,同じクラ
スの友達と楽しんでほしい
○楽しいことはぜったい誰かに伝えたくなる
○子ども達同士が楽しくて,子ども達で何かをしようというのにつながつていつた
?
?
?
?
?
○友達と協力して何かをする
○関わりの活動を工夫するなど,ペア活動をもつと重視していく
○クラスの子ども達をつなげていく,横の活動をたくさん入れていく
○できるだけ,子ども達同士で解決させていく
○友達同士をつないで,高め合わせていく
○子ども同士で伝え合わせていく
○友達と目を見てしやべることを学ばせる
○学級会とか,そのクラスで動くことを中心にしながら,クラスをつくっていく,そこか
らも,授業もつくつていく
59
付 録 「学級経営における一連の思考 (一部抜粋)」  【B教師 児童観 :自信】
?
?
?
?
?
?
?
?
?
○もつと自信をもつてほしい
○やればできるつてところへつなげたい
○何でも積極的に取 り組んでほしい
○自分のことができるようになつてほしい
○自信につながるのが1つ
○自信と安心感につなげたい
○自信と責任感をもつてほしい
○子ども達が,一つでも,できなかったことができるようになつて,それを,自信をもつ
て,相手に伝えたりできるようになつてほしい
?
?
?
?
?
?
?
?
○間違えることを恐れている子ども達がほんとに多い
○安心してないと勉強ができないし,手を挙げられない子ども達は,不安だからという理
由で,他人任せになつてしまう
○ほんのちょつと間違つただけでも,戸惑つて,結局手を挙げなかつたり,自信がなくて,
ノー トの字をかくしてしまったりする子ども達が多い
○自信につなげるためにやつていた
01年生は,自分のことをできない子ども達が多い
○「あなたのおかげでこうなつたよね」って言つたら,安心する。周りの友達も,「こうい
うことを言えばいいのか」というのがわかつていけば,それが自信になると思う
?
?
?
?
?
○「自分で,できた」と喜んでもらうことを大事にしたい
○友達とのつながりから,わかつてもらえるという安心感を大切にする
○積極的に何でも取り組ませたい
○何か一つでも,自信を持たせてあげたい
○こんなことできんのやつていうふ うな感じで,自信をもてる子をつくる
○クラスの子ども達とつなげていく
○友だち同士で教え合う
○学習発表会のような場面で活躍できるようにする
○日が開いてないと,どんなに聞こえにくいか,日を動かさずしゃべつてみせる
○発表の声をはつきりとしゃべることができるように,手本を見せる
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付録 「学級経営における一連の思考 (一部抜粋)」 【B教師 教師観 :肯定】
?
?
?
?
?
?
?
?
?
○子ども達を肯定したい
○イメージとしては,自分の中では,ピエロみたいな教師でいたい
○できるだけ楽しいもの,子どもがやりたいものを用意してあげたい
○「アホやなぁ」,「おもろいなぁ」,「いつしよにおつたらいいなぁ」,でも,きちつとしな
いと「あかん」という軸になるような,そういう人になりたい
○ぽろつともらすつぶやきから, うまく引き出したいし,それが出やすい雰囲気にしたい
?
?
?
?
?
?
?
?
○自分自身の経験から,肯定されることで,どんどんやる気にもつながり,積極的にもや
つていけた
○「ええなぁ,それ」と言われるのが,自分の中でも居心地のいい言葉になっている
○肯定され,認められ,安心感があると, どんどんやっていこうという積極性にもつなが
るし,ひょつとしたら,「ええやん,めっちゃ上手やん」と言つたら,将来のやりたいこと
の最初のきっかけにもなるかもしれない
○「ええなぁ,それ」と,すごく言つてくれる先生,肯定してくれる先生は,「種まきの職
人」だと感じる
○厳しすぎたり,ゆるすぎたりではなくて,こっちがふざけて,「ははつ～」てしたら,子
ども達も,「ほつ」とするやろうし,そこで拾えると思う
?
?
?
?
?
○子ども達の「～したい」という気持ちを大事にする
○「どうやつてやればいいか,わからへん」と言つたら,一緒に考えたり,悲しんでる子
がおつたら「大文夫やで」と励ましていきたい
○「やりたい」と言つたことを,ルー ルの中で,できるだけ,させてや りたい
○「ええやん,めっちゃ上手やん」と肯定して認める
○子ども達から,いい意見が出たら,拾ってやりたい
○子どもが提案したことを,「ポッ」と出してやりたいし,「こういうことをしたいから,
こういうものが欲 しい」と言つたら,「じゃぁ」と出してやりたい
○子どもとの信頼と安心,この二つは,大事なこと
○忘れ物をしてしまったけども,勉強はできるという感覚は,もたしてや りたい
○やる気があって,学校に来ているのに,忘れ物をしてしまったならば,貸し出す
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付録 「学級経営における一連の思考 (一部抜粋)」 【C教師 学級観 :家のような居場所】
?
?
?
?
?
?
?
?
?
○クラスを,家のようにしていきたい
○教室を自分が解放できる居場所にしていきたい
○クラスを,自分の居場所,自分が出せる場所にしていきたい
○自分の意見を堂々と言えるクラスにしたい
○誰が何を言つても,受け止めてもらえる,受け止める考え方や心の広さを,一人一人が
もてるクラスにしたい
01年生でも,6年生でも同じ居場所づくりをしていきたい
○人を傷つけるのはあかんし,それは怒るけど,「そういうふうに,あの子は言つてしまう
ところがあるけど,こういういいとこあるよね」というのを,お互い見つけあつて,もど
つてこれる,居心地のいい場所にしたい
○教室を保健室のように安心できる場所にしたい
?
?
?
?
?
?
?
?
○我慢すると, しんどくなるし,こそこそしたくなるし,表情にも出てくる
○教室の外ではちょつと緊張しても,教室の中では緊張をほぐせる場所にしたい
○自由に楽しく過ごしてほしい
01年生になつても,高校生になつても家に帰つてくる,その感覚にしたい
○全力すぎるのは,自分も子どもしんどい
○けがとか,誰かが傷つくとかでなければいい
?
?
?
?
?
○失敗した子を含めて,みんなで笑えたら,成功だと思う
○「なんでそんなんやねん,ハハハハ～失敗した」というようなことが,私が求めている
感じで,私も失敗したら,子ども達といっしょに笑 う
○節度がなかつたらあかんけど,節度がないと感じるところがなければ許可している
○家や自分の部屋のようにしたい
○好きそうなことでいつしょに遊ぶ
○何かで楽しんでいたら,それでいい
○教室は,自分の部屋のようなものだけど,片づけることは自分の家でもする。私の課題
は,子ども達に,もうちょつと,区切 りをうまくつけさせていくこと
○誰かが傷ついていたら困るけど,誰も傷ついてなくて,みんなが楽しくて,先生も怒る
必要もないことは,めっちゃ楽しいと思うし,それを奪つたらあかんなつて思つてる
○授業中は,余計な話でなければ,話をしていてもいい。自分の考えを持ってほしい時だ
けは,一人で考える
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付録 「学級経営における一連の思考 (一部抜粋)」 【C教師 児童観 :自分で考えて行動】
?
?
?
?
?
?
?
?
?
○周 りの動きがちゃんと見られる子になつてほしい
○自分で考えて動ける子になつてほしい
○自分で考えて行動してほしい
○責任がついてくるつていうことを,わかつてもらいたい
○「それはあかん」と言うなど,友だちだからこそ,言い切れる強さをもつてほしい
○人に迷惑をかけない,自分に正直になる,人を許せるようになつてほしい
○上下関係はつくりたくない
○「あの子が,あそこやつてるんやつたら,私,こつちするわ」という子になつてほしい
○真似もいいけど,「じゃあここ変えよう」という子になつてほしい
○何かを見つけて「あつちをやっとつた方がいいよね」と考えて判断できるのが理想
?
?
?
?
?
?
?
?
○相手への迷惑を考えて行動できるようになつてほしい
○相手がいるということを忘れてほしくない
○あまり積極的ではなく,やりたがりがいない
○やる子はいるが, リー ダーになろうとする子がいない
○みんな,仲がいいし,けんかにならない
○積極性が育つてない
○じゃんけんで,何かを決めるのが嫌い (押しつけ合いをしてほしくない)
○「目立つところを回しちやおう」と考える児童が多い
○「あの子が言うんやつたら, しゃあないな」となる時がある
○やらなければならない状況になつた時に,そつなくできたらいい
○司会の進行や話し合いの進め方,下級生を気遣うなど,一人だけできても,全員ができ
ないと仕方がない
○何でもみんなと一緒というのは,私自身が好きではない
?
?
?
?
?
○何かを見つけて「あつちをやつとつた方がいいよね」と考えて判断ができるのが理想
○自分で考えて,なんとか乗 り切れるようにする
○ぼ―っとしてるだけなら,人の考え方もわからず,何もできなくなるから, 自分の考え
をもてるようにする
○なぜ「あかん」と言われるのかを考えられるようにする
○誰かが命令してなるのではなくて,みんなが自分で考えて,やれるようにする
○協力するのはいいことだけど,全部従うことがないようにしていきたい
○責任がついてくることを,わかるようにする
○指示されるのを待つているところがあるから,積極性を育てたい
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付録 「学級経営における一連の思考 (一部抜粋)」 【C教師 教師観:私のまま楽しむ】
?
?
?
?
?
?
?
?
?
○私がそのままでいたい
○私は私じやないとあかんと思つている
○嘘をついたり,だまっていたりするのが嫌い
○せつかくやから,楽しくやりたい。私のモットー は,楽しむこと
○とにかく,今を,どれだけ楽しく過ごすか。
○重要なのは,楽しいかどうか。
○私のモットー は,楽しむこと
○何でも話やすい人になりたい
?
?
?
?
?
?
?
?
○学校で,勉強して, しょうもないことをして,一日を過ごしているのが,ただ楽しい
○一緒に仕事をしている先生と,いろんな話をするのも楽しい
○自分が楽しくないと子ども達も楽しくない
○自分が楽しくないことを無理やりさせんのがいややから
○自分で楽しむのはいいけど,楽しみなさいつて言われるのは,違う。強制はしたくない
○楽しくなれつて言われて,楽しくなるものではないから
○私だけが楽しくなつたらあかんけど,自分が楽しんでたら,何か自然と楽しくなつてき
たっていうのが伝わればいい
○私は,自分が楽しくて,みんなが楽しければそれでいい。
○先生用につくつた私やつたらあかんと思うから
○嘘やったら自分がしんどくなるだけやから,言つてしまつた方が楽だと思う
?
?
?
?
?
○強制される感じを取り除きたいがために冗談を言うのかもしれない
○できるだけかくさずおもつたことを伝える
○何でも楽しめって思つている
○せつかくだから,楽しくやる
○つまらそうな顔をしている子に,気づいたら,次の日いつぱい話かける
○子どもがやつてしまつたことで,ちゃんと言つてきたら,怒らない。悪いことやねんで
つて教える
○自分がやつたことをちゃんと認められるんやつたら,次からもう大丈夫やろって,そこ
は信じる
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付 録 「学級経営における一連の思考 (一部抜粋)」 【D教師 学級観:めりはりのある団結】
?
?
?
?
?
?
?
?
○めりはりのある団結したクラスになれたらいいと思う
○何よりもクラスで団結できたらと思う
○お互いのことを助け合えるクラスの方がいい
○あたたかい学級にしたい
○みんなに優しい学級にしたい
○全体のことも考えられるような学級にしたい
?
?
?
?
?
?
?
?
○発表を聞き合 うことで,新しい勉強ができたり,友達のことが,今まで以上にわかつた
りする
○一つになれたらいいと思う
○優しい子達がたくさんいる
○もつと引き出していけるところをもつている
○子どもたちは,社会の授業をやりたいと言つて,グループで調べて資料や台本を作り,
発表して,結構,楽しさを感じていたようだつた
○授業が集中できて,「気持ちよかつた」と言つていた
○グループ活動をまじめに一生懸命やつていた
○なかなか,おしゃべりがとまらない
○自分のために身勝手な行動もある
05年生はすごいと言つてもらえたら, うれしいと思う
○うまくいつたら満足できると思う
○いっしょに運動会を作り上げた
?
?
?
?
?
○かかわりをふやして,助け合 う
○助け合い,かかわりを増やす
○グループで協力してやる
○協力するところを大切にしたい
○いっしょに,何か協力をして,達成感を得る
○みんなで協力することを一人一人ができる学級にしたい
○楽しむ時は楽しんで,する時はする
○みんなの協調性を高めたい
05年生はすごいと言つてもらえるように取り組む
○うまくいつたら満足できると思う
○お互いにめりはりをもつて,練習に打ち込んで,限られた時間の中で完成させる
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付録 「学級経営における一連の思考 (一部抜粋)」 【D教師 児童観 :何をすべきか考えて行動】
?
?
?
?
?
?
?
?
?
○何をすべきか考えて行動できるようになつてほしい
○自分から考えて, 自分から行動できる子どもたちになつてほしい
○自分で考えて行動してほしい
○考えるというところ,勉強への意欲が,もうちょつと出てきたらいい
○全ての授業に対して1つ1つの時間を大切にしてほしい
○最低限のある程度のルールはしつかり守ってほしい
○下級生をしつかりと支えて,引つ張つていけるようになつてほしい
○授業にもしつかりと向き合えるようになってほしい
○係や給食当番は,時間を守ることを責任もつてやつてほしい
?
?
?
?
?
?
?
?
○のびのびしているのも,確かにいい部分なのかもしれないけれど,ルー ルや時間が守れ
ていないところもあり, しつかりと守つてほしい
○自分で考えて行動するということができていないと思う
○何をするかわかつていないこともある
○やらされるのではなくて,自分達からやつているという姿が,すごく楽しそうだつた
○自分で決めるつていうのを,たぶん子ども達はしたい
?
?
?
?
?
○相手の話を聞くことができるようにしたい
○今,何をすべきか確認する
○周りを見て行動できるようにしていきたい
○何をすればいいか,伝えることも必要
○何をやるかを確認しながら行う
○子ども達同士で教えたり発表したりする場や時間をつくる
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付 録 「学級経営における一連の思考 (一部抜粋)」 【D教師 教師観 :信頼】
?
?
?
?
?
?
?
?
?
○しつかり頼られる,信頼される先生になりたい
○一人一人を大事にしていきたい
○集中できる授業を増やしていつてあげたい
○個人差を埋めていきたい
○目標をしっかりと伝えたい
○子ども達も満足いくようなものがつくれたらいい
○他の学年にも自慢できるような,ほめてあげられるような演奏や発表をさせてあげたい
○怒るのは,なくしていきたい
?
?
?
?
?
?
?
?
○子どもが頑張つてる姿を見た時,自分自身が子ども達の助けになつた時,できなかつた
ことができるようになつた時,すごく嬉しくなる
○子ども達は,もつと引き出していけるところをもつている
○この先生についていつたら,間違いがないつて思われたい
○教師が友だちになつてしまったら,気楽に何でも言えていいかもしれないですけど,頼
られる存在でいたい
?
?
?
?
?
○感情的にならず,私自身が,何をすべきか考えて行動していきたい
○声掛けのタイミングを大事していきたい
○待つ姿勢を大事にする
○次のことを考えて指示できるようにする
○子ども達の優しいところを,活かしていきたい
○行事を,子ども達が伸びる一つのチャンスと捉える
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付 録  「学級経営における教師の信念」の表出場面
4人の教師それぞれの「学級経営における教師の信念」が表出された実践場面を付録と
して掲載する。表出場面は,全て トランスクリプ トを作成 した上で,次の3つのいずれか
の条件を満たした場合に表出場面として取 り上げた。
①「学級経営における教師の信念」の内容や,「教師信念キーワード」を発話している。
②「教師信念キーワー ド」に関する「学級経営における一連の思考」の内容を発話して
いる。
③ 言葉には十分に表れていないが,文脈の前後から①または②の様子を表す発話がある。
尚,実践場面のそれぞれが,①・②・③のどれに該当するかは,表中の「根拠」欄に示
している。
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付 録 A教師の「学級経営における教師の信念」の表出場面
番号
日にち
時限
授業区分
学級経営における教師の信念
教師の発話に至つた前後の過程 教師の発話内容の概要 児童の様子 根拠学級観 児童観 教師観
自分達で 自信 絶対に
?
〈〓
?
?
?
? ○
日直の声が,場所に合つた適度な
大きさで,聞きとりやすかつたこ
とを褒めて, 自信を与えると同時
に,他の児童への声のお手本を示
した。
「しつかりとその場所にあつた声の大きさを
庚つて, とつてもよく聞こえたと思う。この
二人をお手本にして,みんなも大きな声で返
事をしてほしい。J
褒められた日直は,嬉しそうな様1
であった。また,健康観察時に他α
児童もはつきりと聞きとりやすい遊
事ができた。
②
??
? ○ ○
運動会では, 自分達で頑張れたこ
とを振り返つた。そして,今後の
2年生になるまでの目標について
話をした。
「何にも知らへんかったみんなが,給食当
番,掃除,勉強もできるようになつてきた。
運動会,自分達で頑張れた。ゴー ルは素敵な
2年生になること。元気に,みんなが仲よし
で,にこにこ過ごして,このクラスのめあて
をしっかりと守っていこう.J
話をよく聞いた後で,まずは自分達
で頑張つた運動会を振り返り,絵日
記にまとめた。
①
朝自習 0 ○
教室の扉の健をかけて遊んでいた
児童へ,なぜしたらいけないのカ
学級全体で話をした。
「先生は,ちゃんと信じてるから,あなたた
ちを教室に入れている。教室は,みんなの場
室。友達がだめだなつて思うことをしてた
ら,ちやんとそれは言つてあげる。J
遊んでいた児童,それを見ていた児
童だけでなく,学級のみんなが話を
しつかりと開いていた。
③
?
??
O
遠足のめあてについて,まずは臓
の席同士で相談した後,学級全‖
で確認し合つた。
「みんなが相談して考えてくれた一つ一つC
こと,どれも大切。その相談するつていう気
持ち,大切にしてほしい。相談しようと思つ
たら,自分ばつかり言つたり,勝手に決めて
たりしてたら, うまくいかないよね。ちゃん
と仲良くできてここにもやさしさや助け合し｀
がたぶんあったはす。これを守つて明日はし｀
い遠足になりますように。J
「相談する時は,話が途切れないよ
うにしてみようJという先生からの
声かけがあった。それを守りなが
ら,近くの友達とうまく相談し合つ
た後,遠足の目標を発表し合った。
③
○
1年生のみんなが集まつた時や,
■かがんばろうつて思つた時に,
欧える歌をつくりたいと考えみん
なで話し合いをした。
「みんなが大切にしたいなぁ,こんな言葉を
入れたら,みんなが歌つていてわくわくすそ
なぁ。いい気持ちになるなぁつて思う言葉を
入れていこうと思う。J
子ども達からは,「やさしいJ ・
[笑顔で」。「楽しい」。「友達
いっぱい」などの意見が出された。
③
?
?? ○
何人かが休み時間にトイレで水遊
びをしていたことがわかつた。そ
こで,遊んでいた児童だけでな
く,みんなにも関係することとし
て,学級全体で話をした。
「何でも楽しいから,やつてもいいわけで|」
ない。楽しいことをもつと違うことに考えま
す。さつき,Aさんが,先生のお手伝いしな
がら,お手伝い楽しいなって言つてました。
楽しみはそうやつていつばい見つけるんで
す。人のためになることをして,楽しいって
惑じれたら最高やホ亀このあたりのことよく
考えてください。今日は3人でしたが,たぶ
ん他の人もそういうことがあると思う。その
時に今日のお話を思い出してほしい。」
子ども達からは,休み時間にトイレ
に行つたり水飲みをするのは,次の
授業の準備のためにするために行つ
てるという意見が出た。先生から
「みんながきちんと手を洗えば,大
切な水になるはずが,地面に広がっ
てしまえば,ただの迷惑な水です。
同じ水なのにJという話や,水はお
家の人が一生県命に働いたお金 (税
金)が使われていることの話を聞き
ながら,水を大切に使うということ
を考え直していた。
③
A6
??? ○
た生が来たから自分の席に着いた
犬況を知つて,みんなが座るのは
螢ぜなのか,また,自分達で気づ
′ヽて動くことの大切さを話した。
「みんなが教え合うことはすごくいいこと。
自分達で気づいて動くことができたのは,サ
ごくいいこと。それができるクラスは,素
"らしいクラスだと思う。教えて合つて,自ダ
の頭でああそうだと思つて動く。みんなは,
先生が,ピピピピって動かしてるロボットて
はない。J
子ども達からは,「授業中に,う
るさかつたら勉強の邪魔になるか
ら」という意見が出て,先生が来た
から座るのではなく,休み時間が終
わつて授業の時間だから, 自分達で
気づいて座ることが大切だというこ
とをうなずきながら聞いていた。
①
■7
10/10
帰りの会 〇 0
帰りの準備を早くできた人が待つ
ている一方で,おしゃべりをしな
がら,だらだらと準備をしている
人もいる状態を見て話をした。
「学校で過ごす時間は,決まっている。それ
なのに,ぼくができてへんから,私ができて
へんから,つて言つて,みんなを待たせてい
いですか?みんなはちゃんと考える力をもつ
ている。J
央まつた時間の中でやつても出きな
′ヽ時,他の人の迷惑を考えて, 自分
のことを後に回すことも大切だとい
う先生の話をしつかりと聞いてい
ヒ。
③
A8
??? ○ かざり係に自分達で仕事ができるように話をした。 休み時間中に飾り係を集めて, fかしてあlリるから,ここに飾りを入れて」と言いながら,飾りを入れるかごを渡した。
系全員で,かごを後ろに運んで行つ
ヒ。また,別の休み時間に自分達て
市りを作つた。
③
A9
??‐? 0
蹄りの会で,形だけの拍手をして
いる児童の様子を見て,なぜ拍手
をするのかをいつしょに考え,自
分達で認め合う姿を確認した。
「拍手は,合図ではない。みんなが今日一日
ありがとう,がんばったねつて気持ちを込め
てするもの。J
拍手の意味を発表し合い,拍手の意
味を考えた。その後,子ども達は,
相手を見て,心のこもつた拍手をす
ることができた。
③
10/24
1限
学習発表
○
入学当初から,色々 な勉強をして
きたことを振り返つた。そして,
これまで学んできたことを,学習
発表会で,自分達で力を合わせて
発表してほしいことを伝えた。
「自分達で,考えてやつていく。先生や周り
にいる他の先生たちが,こうした方がいい
よつて教えてくれることはあつても,でも,
自分達でも考えて,覚えて,やつていく。み
んなが力を合わせて,一つのものをつくる,
それが,学習発表会。」
「学習発表会の練習では, 自分達て
考えていくという心構えについて,
話している先生の方をよく見て,誕
を聞いていた。」
①
*授業区分 :「学習発表」は,「学習発表会に向けた授業」のことを表す。
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付 録  A教師の「学級経営における教師の信念」の表出場面
番号
日にち
時限
授業区分
学級経営における教師の信念
教師の発話に至った前後の過程 教師の発話内容の概要 児童の様子 根拠学級観 児童観 教師観
自分達で 自信 絶対
に
見捨てない
??? 0
宿題のノー トの字を見て,頑張ろ
うという気持ちを態度や字でしつ
かりと表してほしいという思いを
伝えた。
「文字は人を表すと言われている。頑張ると
いう気持ちを態度や字で表してほしい。みん
なはそれができるとはず。」
「頑張らなかつたら, どんなに力を
もつていてもできない。だからτ
張つてほしい。みんなならそれがて
きる」という先生の話に,元気よく
「はい」と答えていた。
③
10/29
5限
学習発表
O 0 0
何も言わなくても,休み時間に自
分達で練習している友達の話を取
り上げ,みんなで力を合わせて自
分達で劇をつくつていこうとする
雰囲気を高めた。
'自
分達で言い方を工夫したり,動きや手の
挙げた方や体の向けた方を考えながらやつて
る友達がいた。みんなでそんなふうにできた
らいい。この劇をするには,このチー ムワー
クがいる。みんなで力を合わせるから,すこ
くいいものになる。」
自分達で練習していた児童は,嬉し
そうであつた。また,他の児童は,
先生の方を見て,話をしつかりとlll
いていた。
①
??? 0
自分達で休み時間に練習していた
グルー プをみんなに紹介し,みん
なに自分達で相談し合つてほしい
ことを伝えた。
「先生は何も言つてないのに,自分達で考え
て,本当の劇になつている。みんなも自分這
で相談し合つてほしい。きつとできるに
Jず。
その後の練習で,グルー プに別カ
て, 自分達で劇の練習に取り組んて
いった。
①
??? 0 歌を歌つている時に,表情の良い児童をお手本として示し,みんな
で良い表情を共有した。
まおが上がっている顔の表情をお手本として
示した。
お手本を示した児童は,みんなの前
で堂々 と歌つた。他の児童も,歌う
声が大きく明るくなつた。
②
10/31
帰りの会 0
週末のせいか,少し疲れ気味の子
ども達を心配して,先生はい
`も,みんなの体や心を気にしてし
ることや,一人一人が大切な榊
であることをみんなに伝えた。
「だれ一人として大切じゃない人はいない。
みんな大切なクラスのお友達。いつも先生と
目が合うようにしてほしい。しんどい時は,
体がしんどいのか,心がしんどいのか,先生
に言いに来てほしい。J
先生の方を見て,話をしつかりと聞
いていた。話の終わりには,「‖
いJという大きな返事をした。
①
H/4
5限
学習発表
0
「えっへんJという台詞を威張つ
たように言うには, どうしたらよ
いのか,みんなでいつしょに考え
て,役に当たつている児童に言い
方のヒントを与えた。
「みんなで台詞を考えてほしい。みんなの言
′ヽ方を参考にして,もう少し考えて頑張つて
夕ようか。全員で一回言つてみよう。」
何人もが手を挙げて,言い方を発表
した。そして,それらを真似しなが
ら,その台詞を全員で声に出して言
うことで,役に当たつている児童に
ヒントを与えた。
①
?
?
?
? 0 0
友達からの「なぜ,うさぎが可援
いと思うか」という質問に上手く
答えられない児童の様子を見て,
他の児童に応援を求めた。
みんなに,うさぎが,かわいいなあつて思う
ところはどんなところかを尋ねた。そして,
出てきた答えのように考えたらいいと話をし
た。
多くの子ども達が手を挙げ,耳の形
や色,ふわふわした背中などの意現
を発表した。上手く答えられなか
`た児童は,どのように答えたらいし
のか,みんなの様子を見ていた。
②
H/6
3限
学習発表 0
学習発表会に向けた授業の終わり
に,今後の練習の心構えを示し,
子ども達の学習発表会に向けての
意欲を高めた。
「これから1組,2組,一緒に練習すること
が,学習発表会までたくさんある。ここに
は,遊びに来てるわけではない。みんなが一
生懸命頑張つている姿を,先生達も,お家の
人達も,地域の人達みんな,楽しみにしてい
ます。頑張つて練習していきましょう。」
先生の方を見て,話をしつかりと尉
いていた。話の終わりには,元気よ
く「はいJという返事をした。
③
H/7
4限
学習発表
0 0
た達のよかつたところを発表し
合つた後,他の児童も,さらに大
きな声で台詞を言えたり歌えるよ
うになつていつた。舞台での練習
の時でも,自分達で教え合つた
り,考えたりしていつてほしいこ
とを伝えた。
「月曜日から,舞台の上でやる。講堂でやる
時は,もつともつと声をださないといけな
い。今,前で歌つた人の声が大きく変わつて
いつた。それを自分達で教え合つたり,考え
たりしてできるようになつていつてほし
い。J
友達の良いところとして,「大きな
口を開いていたJ「気持ちがこもつ
ていたJ「間があいていた」などの
意見が出された。他の児童も,この
ような良いところを参考にして取り
組んだ。その後,「気持ちを込めて
大きな声で言えるうようになった」
という感想が出された。
①
A211
?
?
? 0
塾休みのみんな遊びに全然参加で
きなかつた児童を配慮して話をし
ヒ。
「みんなで遊ぶから,みんな遊びつて言う。
一人でもいなかつたら,みんな遊びにならな
い。」
事情があつて遊ぺなつた友達のこと
も含め,みんな遊びの意味を先生の
話を聞きながら考えた。
②
*授業区分 :「学習発表」は,「学習発表会に向けた授業」のことを表す。
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付 録  A教師の「学級経営における教師の信念」の表出場面
番号
日にち
時限
授業区分
学級経営における教師の信念
教師の発話に至った前後の過程 教師の発話内容の概要 児童の様子 根拠学級観 児童観 教師観
自分達で 自信 絶対に
11/H
3限
学習発表
○ O
学習発表会に向けて,初めての講
堂での練習を終え,練習の振り返
りをした。
「昨日より上手くなつている。まだできてカ
いところは,自分達で頑張つてほしい。J
初めての講堂での練習を終えた感を
を発表し合い:気持ちを共有した。
子ども達からは,「楽しかつたJ
「おもしろかつたJなどの感想が出
された。
①
??? ○ 講堂練習の開始時に全員が整列したところで,一人一人の意識を高
めるために話をした。
「自分達でやる。わからない友達をよぶ,そ
れがチー ムワー ク。人間だから忘れることも
ある。間違うことだつてある。そこは, 自分
達で助けないと。やつてることは,全部,自
分達に返つてくる。頑張つてやつてたら,自
分達の力になる。J
先生の方を見て,話をしつかりと膚
いていた。その後の練習では,一メ
人ーが集中して頑張つていた。
①
H/12
4限
学習発表
○ ○
友達の言葉に泣いてしまった児童
を見て,どうしたらよかつたの
か,学級全体に投げかけた。ま
た,みんなが一生懸命がんばって
いることを伝え,みんなで力を合
わせていこうという姿勢を確認し
た。
「どちらも一生懸命。どうしたら泣かなくて
すんだんだろう。どちらが悪いとかいうこと
ではなく,話をすればよかつた。ただ,相手
の気持ちを考えた言い方ができただろう力、
どの人も一生懸命にがんばつてる。そんなす
ごいみんなが言い合つててどうする?力を合
わせないと。」
どうしたらよかつたのかという投げ
かけに,子ども達なりに,自分で考
えた意見を発表し合つた。相手の気
持ちを考えて話をするということを
改めて考え,また,力を合わせると
いう今ある日標に,再度向かおうと
する雰囲気になっていった。
③
??? ○ ○
練習を楽しく感じてない児童もい
るため,発表会前に,自分達です
るということを確認し,みんなで
一つのチームという意識を高め
た。
「自分達も見ている人も楽しくなるために日
どうしたらいいんだろう。みんなのチーユ
ワー クがよくなかつたらいいものができカ
い。自分達でどんどん動いていく。一つのメ
きな船に乗つたチー ム。もつと大暴れして帽
しい。」
子ども達から,「やさしく教えるJ
「仲良くするJ「恥ずかしがらな
い」「教え合う」「自分から動くJ
「自分達の力でやるJ「みんなでカ
を合わせて楽しくやるJなど,たく
さんの意見が出て,子ども達全体の
意欲が高まつた。
①
H/18
5限
学習発表
○
学習発表会に向けて,チー ムワー
クの大切さを伝えるため,友達と
仲良くするためには,どうしたら
よいか考え,学級の目標をもう一
度確認した。
「学習発表会に向けて力を合わせていくた
“に,友達と仲良くすることは大切なこと。と
んな時に,友達といると楽しいと感じるかを
考えて,仲良くしてほしい。」
「力を合わせる,大きな声で,優し
く仲良く,教え合つて考えるjとい
う子ども達から出された学習発表会
へ向けての学級の目標を再度確認し
た。
①
H/19
4限
学習発表
○ 0
もつとよい舞台にしたく,学習発
表会の予行練習を終えて,どんな
気持ちだつたか振り返りをした。
「今日の予行練習は,今までの中で一番よ
かつた。今までの練習の中で,一番どきどき
したり,わくわくしたと思う。その気持ちを
感じることが大切。その気持ちの中でも最高
の力を出せるように,頑張つてほしい。今日
の失敗は,次の成功につながるはず。J
子ども達からは,「緊張したけど,
言えて楽しかつたJ「もつと上手に
なりたいJなどの感想や意見が活発
に出された。
③
H/21
朝の会 ○
講堂での最後の練習を前に,子ど
も達を励ました。
「今までいっぱい練習してきたから,それを
ちゃんと出せたらいい。失敗しても気にゼ
ず,大きな声で堂々 とやろう。J
子ども達の大きな声で「はいJとし
う返事をしている様子から,頑張ろ
うとする気持ちが高まっていた。
③
A28
H/21
5限
学習発表
0 0 0
学習発表会前日,これまでの練習
を振り返り,グルー プごとに分か
れて,自分達で相談したり確認し
合う作戦タイムを行つた。最後
に,一人一人の目標を発表し合
い,その目標は,黒板に書き残し
て,明日への意欲を高めた。
「今から,自分達で,確かめたり練習したり
最後の作戦タイムにしたい。……みんなの力
はすごい。僕たちだけの,私たちだけの,作
品に仕上げることができた。一人一人が発表
した日標に向かつて,明日,舞台で,頑張つ
て,発表してほしい。みんなが頑張つてる姿
を見せてもらつて,とつてもうれしかつ
た。J
先生の意図をよく理解し,グルー
プごとに,相談したり確認し合うこ
とができた。「大きな声で元気よ
く,力を合わせて,自分達で考え
て:教え合つて,なかよくやろうJ
という作戦が守れたかという問いか
けに,大きな声で「はいJと返事を
した。一人一人が,自分で建てた日
標を生き生きと発表した。
0
A29
l1/26
朝の会 0
係を中心に,みんな遊びをした
り,学級会でお楽しみ会で何をし
ようか相談してほしいことを伝え
た。
「学校のルー ルの中で,できることで,みス
いがやりたいなあつて思うことを,やりた
,ヽ。やる内容は,先生ではなく,みんなが書
をてほしい。J
みんな遊びについて,係が相談する
参考意見として,他の子ども達から
は, じぐざぐじゃんけん,にらめっ
こ,こおりおになどの意見が出され
た^
②
??? 0
自分達で,学級会を進められるよ
うになってほしいと考え,学級の
相談係に司会や記録の役割を与
え,話し合いを進められるように
支援した。
「もつともつと仲よしになつたらいいなと思
い楽しいお楽しみ会を提案した。自分達で違
うゲー ムを考えていくことが大切。 しつかり
考えて,楽しいお楽しみ会にしてほしい。J
お楽しみ会のめあては,「みんなが
元気で笑顔になるお楽しみ会。なか
よく楽しいお楽しみ会Jにみんなで
決めることができた。また,ゲー ム
や歌・ダンスなど子ども達から色々
な意見が出された。
①
*授業区分 :「学習発表」は,「学習発表会に向けた授業」のことを表す。
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付 録  B教師の「学級経営における教師の信念」の表出場面
番号
日にち
時限
授業区分
学級経営における教師の信念
教師の発話に至った前後の過程 教師の発話内容の概要 児童の様子 根拠学級観 児童観 教師観
つながる 自信 肯定
?
?
? 0
国語教材の中の発間で,木の幹を
見ても今はセミがいない理由を尋
ねた。
となりの友達やクラスの友達と交流して,答
えを見つけるよう指示した。
となりの友達やクラスの友達と交デ
しながら考え,先生の質問の答えを
見つけた。
③
32
?
?
? 0
クラスの歌をつくることで,学潮
目標の「仲が良くて楽しい気持ち
がいいクラスJに意識を向けて,
クラスのつながりを強めたいと考
えた。
「みんなが頑張つているので,大好きな音楽
で,1曲,クラスの歌をつくりたい。こんな
言葉が入つていたら,このクラスだなぁとい
う言葉を考えてきてほしい。J
ヒントとなる言葉に気付かせるた
め,クラスの日標を確認した。その
際,守れていると思つている児童が
たくさんいた。
①
??? O
どんな言葉を使つたら友達があた
たかい気持ちになるか,ペアで話
し合いをした後,クラスで共有し
た。
「とげとげ言葉は,相手を嫌な気持ちにさせ
てしまう。ぽかばか言葉は,自分も使つても
らえたら嬉しいし,相手にも使って嬉しくさ
せてほしい。J
とげとげ言葉を受けたら痛くなり,
ばかばか言葉を受けたら,あつたか
い気持ちになるという意見が出さ
れ,どんな言葉を使えばよいのかを
確認し合った。
③
10/10
4限
学習発表
0 ○ 0 気持ちや様子を考えながら声に仕すことを目標にした。
どんな声で読めばいい力、グルー プ活動を通
して,気持ちを共有した。
みんなで手を繋いで,体を動かしカ
がら,言葉を発した。多くの児童カ
生き生きした様子で取り組んでし
た。
③
B5
??? 0 0 0 子ども達は,物語「くじら雲」に描かれた実際に近い状況で体験L
た。
勿語と同じようにな状況にするため,運動場
こ出て,全員で手をつないで演技をした。
全員で手をつなぎ,気持ちを込ど
て,空に向かってジャンプした。 ③
B6
?? 0
やさしいとは,「人を大切にする
ことJ 。「宝物のようなものJと
いう子ども達からの意見をさらに
みんなで深く考えた。
「気持ちいいのは,自分が気持ちよかったら
いいのか。自分も相手も気持ちよくなる言葉
には,どんなものがあるか。相手も,自分も
気持ちよくなる言葉を見つけたら,先生のと
ころに教えにきてほしい。J
子ども達から,「相手も,自分も気
持ちいいJという意見が出された。
また,このような言葉として,「あ
りがとう。いいよ。どういたしまし
てJという具体的な言葉が出され
た。
③
??? 0 0
子ども達は,隣の人とペアにな
り,くじら雲役と子ども役に分か
れて,くじら雲への手紙を読み合
い,感想を発表し合つた。
「子ども役は,お手紙の内容をしつかりと
'たてほしい。くじら雲役は,よかつたとこそ
を見つけて,伝えてほしい。」
子ども達からは,「くじら雲さん,
ありがとう,いつしょに,空の上を
探検してとつても楽しかったです。
元気でね。」といつたお手紙がいく
つ力溌表され,他の友達の考え方を
知りながら,よかつたところを共有
した。
③
B8
??? 0 O
友達のために,進んでよいことが
できた学級の2人をみんなの前て
褒めた。
「友達が何かあつた時,教えたり助けたりて
きる人になってほしい。J
気づいて行動できた二人に,みんカ
で拍手を送つた。友達のために何カ
することの大切さを共有した。
②
B9
??? 0
子ども達は,算数の問題に電車
ごっこの挿し絵が出てきたため,
電車ごっこを体験した。
(電車ごつこの絵を見せながら)「こんなα
やつたことある?今からある曲を流すので,
電車ごつこをしてみよう。」
3人1組の電車で,曲に合わせて,
自由に動き回つた。 (曲の節日で,
並び順は,交代)とても楽しんでし
た。
③
H/4
1限
学習発表
0
自信をつけてほしく,講堂よリリ
し低い舞台で練習することにし
た。
「台詞や動きの練習を各グルー プで練習して
夕よう。J
グルー プで練習した後,少し高い舞
台で演技するのを見合いながら,お
互いに高め合っていた。
③
H/5
4限
学習発表
0 0 0
子ども達は,くじら雲の劇を各垢
面のグルー プで練習後,演技を現
合いながら良いところを発表L
た。この練習を通して,大きな声
と動きへの意識を高めようとし
た。
「もつと自信もつて,いつぱい動きながら,
大きな声を出してほしい。みんなで協力し
て,教え合つてほしい。相談したら,たぶ
ん,みんな答えてくれる。まねをしていい。
おもしろいくじら雲,楽しくみんながにつこ
りするくじら雲になるよう頑張つてほし
い。1
演技を見合いながら,よかつたとこ
ろを発表し合った時,「声が大きく
出ていた」「動きが楽しそうで霧
張っていたJという意見が出され
た。
①
H/H
3限
学習発表
O 0
これまで大きな声を出せなかった
児童が大きな声が出せたところを
見て声をかけた。
「すごい。あなたの声がでかくなつた。め4
ちゃできる。それそれそれそれ。J
一人の児童が褒められたことによ
り,そのグルー プ全体もさらに元気
が出て,大きな声で練習を続けた。
③
*授業区分 :「学習発表」は,「学習発表会に向けた授業」のことを表す。
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付 録  B教師の「学級経営における教師の信念」の表出場面
番号
』??
学級経営における教師の信念
教師の発話に至った前後の過程 教師の発話内容の概要 児童の様子 根拠学級観 児童観 教師観
つながる 自信 肯定
H/H
5限
学習発表
0 0
劇「くじら雲」の練習をがんばつ
た後,学級全体でのレクを提案し
た。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
何をしたいかを尋ねたところ,子と
「歌を歌いながら,ロンドン橋をく
と答えた。
夕んなで歌を歌いながら,ルー ルを
キリゲー ムを楽しんだ。 ③
?? 0 0 今
日の学習発表会の練習で,昨日
の練習した成果を発揮していこう
と話をした。
「自信を持つて。昨日,めっちゃよかつたカ
ら,あの状態を,舞台で発揮しよう。J
先生の「できる人?Jの問いかけ
に,全員が手を挙げながら,元気よ
く「はいJという返事をした。
①
??? 0 0
乗り物の種類が他にないかという
発間に,教科書を読み始めた児童
に気づき,みんなの前で褒めた。
「今みたいに,教科書の中から見つけられる
0素晴らしい。J
他の友達も,教科書を読み出し,そ
の後,児童が何人も手を挙げた。 ③
H/12
4限
学習発表
0 0
2回目の講堂での練習を終えて,
学級で振り返りを行い,励ましC
言葉をかけた。
「100%の自分の力を出すことで, 自分が変
♭れる。誰でも,間違えるのは嫌だし,恥ず
)ヽしい。けれども,こうすればよかったと
思っていたら,きつと明日成功できる。J
「緊張したけど楽しかつたJ,「が
んばつた」という感想の他に,
「もつと大きな動きができたらよ
かつた」などの反省点もあがり,さ
らにがんばりたいという気持ちを発
表していた。
③
H/18
2限
学習発表
0 0
子ども達は,講堂での練習を終
え,教室にもどり学級全体で振り
返りをした。ペアで話をした後,
明日の自分あてに励ましの手紙を
書いた。
「よかつたことや明日の予行練習でどうしよ
うかを考えて,隣の人に話をしてみよう。そ
の後,『明日はがんばろうJという自分あて
の手紙を書こう。J
子ども達から,お家の人に「頑張`
たね,すごくよかつたよ。Jと言ヤ
れたいという意見が出た。ペア同士
で振り返りをした後,明日の自分′
てに手紙を書いた。
③
n/18
帰りの会 0 0
明日の学習発表会の予行練習会に
向けて,自信を与え気持ちを高め
た。
「緊張するかもしれないけど,大丈夫。みん
な元気やから。みんなの声だけでも,絶対,
講堂を揺らすことができる。」
元気な人という問いに,みんなが,
大きな声で「はいJと返事した。 ③
H/19
4限
学習発表
0 0
学習発表会の予行練習を終えて,
よかつたことや次にがんばりたし
ことを学級で振り返つた。
「歌も演技も,今でも上手にできている。で
も,本番は,もつとかつこいい一年生を見せ
てほしい。J
「大きい声を出したけど,はつきり
と言えなかつた。次回は,はつきり
と言えるようにしたいJなど,今日
できなかったところや次頑張りたい
ことを発表し合つた。
③
H/19
帰りの会 0 0
みんなが,自分の思いをしつかり
と書けるようになつてきているこ
とや,学習発表会の練習をがん
ばつていることを取り上げて,褒
めながら,自信をもつよう話をし
た。
「みんな,劇をがんばつている。大丈夫,自
分たちに自信をもつてやることやれば,きつ
とできる。自分達に自信をもつてほしい。J
インフルエンザがこれから流行り,
かかつてしまうと,劇に出られない
という話に,「え～Jという声が多
く出たことから,学習発表会を楽し
みにしている児童が多く,頑張ろう
とする気持ちの高まりが感じられ
た。
①
H/21
1限
学習発表
0 0
学習発表会の最後の学年練習の1
とめとして,本番で,持つてるメ
が出せるように子ども達を励まし
た。
「学習発表会を一生懸命にやつてほしい,一
甲生になつてから学んだことを出してほし
ハ,歌はにつこり笑つて歌つてほしい。J
学習発表会とは何かという問いに,
「これまでやつてきたことをやるJ
と答えた児童もおり,学習発表会¢
目的をよく理解していることが確属
できた。話を聞く様子から,子どt
きのがんばろうという気持ちが感じ
取れた。
③
322
??? 0
子ども達は, リレー 読みをするた
う,グルー プで相談して役割を決
うて練習した。
「グルー プごとに役割を決めて練習する。
2人で読んでもいいし,3人で読んでもいし
ので,相談して決めてほしい。J
事をかけ合いながら集合し,グル‐
プごとに話し合つて役割を決めた。
その後, リレー 読みの練習をした。
③
?
? 0 0
教えてもらった時に,自然と「あ
りがとう。」と言えた児童を学潮
全体で褒め,みんなも続けてほし
いと伝えた。
「教えてもらつた後,ありがとうつて言える
のは素敵なことで,すごいこと。上手に言え
たと思う。J
みんなで,何が良かつたのかを再轟
認した。そして,拍手をして,良し
行いを認め合つた。
③
*授業区分 :「学習発表」は,「学習発表会に向けた授業」のことを表す。
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付 録  C教師の「学級経営における教師の信念」の表出場面
番号
日にち
時限
贋業区分
学級経営における教師の信念
教師の発話に至った前後の過程 教師の発話内容の概要 児童の様子 根拠学級観 児童観 教師観
家のような
居場所
自分で
考えて行動
??
?
?
?
〓
?
?
?
? 0
船筆削りのごみが,たまつていそ
ことに先生が気づき,片づけなオ
ら,声をかけた。
「仕事は,気づいた人がやつてほしい。周り
の人力ヽ気持ちよく過ごせるように,見通し
をもつてほしい。1
一人一人が,漢字練習に取り組んで
いる中,子ども達へ声かけをした。 ③
C2
9/30
5.6限
音楽
0
本来もつている歌声の力を,児童
調会でも発揮して,他学年を引つ
辰つていけるように頑張つてほし
′ヽという思いを伝えた。
「一番がんばつてる学年に,みんなついてく
る。6年生から役目を引き継ぐんですから,
5年生が一番上だという勢いで頑張つてほt
」
多くの児童が,先生の方を見て,話
を聞いていた。 ③
C3
10/2
5限
休み時間
0
6時間日の委員会に行く直前に,
6年生からの引継ぎで,今度は,
5年生から委員長を決めることを
話した。じやんけんで押しつけ台
いにならないようにと先生の思し｀
を伝えた。
「5年生から,委員長を決める。押し付け冶
いにならないように, じゃんけんで決めるこ
とは,一番やめてほしい。興味がある人は,
ぜひ自分からやつてほしい。1
帰りの準備と委員会に行く準備をし
ながら話を聞いていた。子ども達カ
らは,委員長同士が集まつて会議す
る日が何曜日なのか, 6年生は委貝
長になれるのか,質問があつた。
②
0
?
?
0
合奏のバランスを考えて,人数C
変更を提案した。人の動きをしつ
0ヽりと見ながら,自分で考えてコ
けることを期待していた。
「ちょっとだけバランスが悪い。誰か,翻
′ヽ―モニカをやつてほしい。そういうのを,
央めるのに,時間がかかると,練習ができカ
くなる。」
3人の児童が自ら手を挙げ,鍵盤
ハーモニカヘと変更した。 ③
0
単読をしている子ども達も,見て
ハる人も,みんなが楽しめるもC
こ仕上げていきたいという先生C
ユいを話した。
「群読は,パー トごとに声を出す楽しみがあ
う。タイミングを見計らつて声を出す時に,
本が動くのも見ていて楽しい。動きも,
bょつとぐらいぶらふらしていてもかまわカ
のヽで,楽しく仕上げていきたい。J
先生の楽しみながら話をしている姿
が,子ども達の心にも届いてる様子
で,楽しそうに先生の話を聞いてい
た。
①
C5
10/15
調自習前 O
調自習前,先生が職員朝会のため
こ,教室を後にする際,子ども遣
D状況見て,一言だけ声をかけ,
Fども達に任せて,職員室へ膚
)ヽった。
「もう,チャイムなるから,そろそろ準備縦
♭らtR・J
先生が教室を出た直後,係の児童
が,座るように声かけを行い,算嚇
の答え合わせを始めた。他の児童
は,席に着き,九つけを始めた。
③
C6
10/17
1。2限
学習発表
0
集合時に話している児童を見て,
時つている人のことを考えて行動
してほしいという思いを一言だけ
はえた。
「待つている人がいると思つたら,早く動け
6よねJ
授業中,集合して座る際に,始め‖
ざわざわしていたが,先生が,一声
かけるとすぐに静かになった。
③
C7
10/21
調自習討 0
枡自習前,先生が職員朝会のたど
こ,教室を後にする際,子ども道
D状況見て,一言だけ声をかけ,
子ども達に任せて,職員室へ膚
いつた。
「今日,朝,読書やから」と一言だけ告げて
茨室を後にし,約20分後に戻つた。その
禁,立ち歩いていた児童はいたものの,「本
売んでた?Jと一言だけ声をかけた。それ以
上は,何も言わなかつた。
なかなか読書にとりかかれない児童
もいた。約20分後,先生が戻つて
きた時に,立ち歩いていた児童は,
席に着いた。学級全体が静かになつ
た。
③
C8
10/28
昂りの4 0
卜ざけるのと楽しくするのと違レ
を考えて行動してほしいという[
′ヽを,一日を振り返りながら話t
ヒ。
「給食鴫食べ物は,きちんと大事に食べて
ましい。ふざけるのではなく,楽しくするの
ま,かまわない。やつていいことと悪いこと
を考えてほしい。1
好き嫌いや,食べ残し,食べ方なと
について,これまでの自分自身を栃
り返る機会となつた。
②
0
?? 0
学年での集合時に,人数が増えて
も,いつもと同じような声の大き
さで話がしたいという思いを伝え
た。
「人数が増えたからと言つて,大きい声て
しゃべるのは,間違つてると思うので,いく
もと同じ声の大きさでしゃべれるように,み
んなで協力しましょう」
集合時に話していた児童は,先生C
話が始まる静力ヽこなった。ほとんと
の児童が,先生の方を向いて話を清
いていた。
③
*授業区分 :「学習発表」は,「学習発表会に向けた授業」のことを表す。
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付 録  C教師の「学級経営における教師の信念」の表出場面
番号
???
学級経営における教師の信念
教師の発話に至つた前後の過程 教師の発話内容の概要 児童の様子 根拠学級観 児童観 教師観
たのような
居場所
自分で
考えて行動
私のまま
楽しむ
?
?
?
??
?
??
0 気になる児童の発言に対して,4ミに確認すべき内容を話した。
「人の生死に関わるような言葉を,人にはll
対に投げかけませれ自分が言われて,絶対
に良い気持ちにならない言葉を,使わないよ
うに,気をつけま丸 J
普段使つている言葉だからと言つ
て,何も考えずに使つていたら,人
を傷つけてしまうということを確認
した。
②
?
【
?
?
?
?
?
?
? 0
コ語の討論の授業で,司会者を)
うる時に, じゃんけんではなく,
相談して決めてほしい,自分から
佳んで行動してほしいという思し
を伝えた。
「司会を相談して決めてほしい。じゃんけん
ではなく,私やるわ,僕やるわつていう人が
やつてほしい。これで,一時間使つてしまつ
たら,時間がもつたいない。さつと決めよ
う。1
lB談時,子ども達から,「やりたい
人,手を挙げてください」という,
声が聞こえてきた力ヽ なかなか決ま
らなかった。先生の「さつと決めよ
うJという声かけの後,子ども達の
中から自ら手を挙げ,司会者が決
まつていつた。
②
?
?
0
宙時の体育の授業の様子を見て,
子ども達にもつと考えて行動して
ましいことを伝えた。
「どこができへんかったの力、話し合えるの
ド5年生何をしないといけないのかわかる
Dが,5年生だから,任せてる。」
可をすべきか考えて行動していたカ
を振り返る機会となつた。 ②
?
?
0 O
子ども達が自ら考えたゲー ムに
`いて,やるなとは言わないが,く
る場所と声の大きさを考えてや`
てほしいことを伝えた。
「ゲームをしていい場所といけない場所を考
えてほしい。やるなとは言わないが,声のメ
きさなど注意して遊んでほしい。」
子ども達は,先生の方を向いて話を
聞いていた。授業後,場所や声の大
きさを考えて遊んでいた。
②
?
?
1習発表
0
学習発表会であいさつをするItj
者を決める際,多数の立候補者カ
出た。じゃんけんではなく相談て
きめてほしいことを伝えたが,1
ども達の様子を見て,手立てを扱
更した。
「きちんと言える人に立候補をしてもらいた
い。じゃんけんなしで相談して決めてほし
い。….¨ (変更0)声で分かると思うけど,
きちんと聞こえる人にします。(立候補者の
発表)…今の中で,絶対あかんっていう人い
てた?…いてないよね。(全員よかつたとい
う様子で,子ども達はうなずく)先生も,そ
う思う。(変更②)じゃんけん許可。どう
色」
立候補した児童の中で,相談して決
めようとしていたが, どの児童もや
る気があり,決まりそうになかつ
た。そこで,台詞を言わせて,一番
しつかりと言えた人を,みんなで選
ぶという方法に変えた。そして,全
員がしつかりと言えたために, じゃ
んけんすることを許可し, じゃんけ
んで代表者を決めた。
②
?
?
O
学習発表会の予行練習では,群読
の声が小さかつたり,台詞を忘れ
て止まってしまうこともあつた。
もつといい発表にするには,どう
したらいいか考えてきてほしいこ
とを伝えた。
「しつかり練習してきてないから群読が止
まつてしまう。自信がなくて声が小さくな
る。全員がしつかり覚えてないと,いい群読
にはならない。お家の人に,1∞点をもらえ
るようにするには,どうしたらいいのかって
いうのは,わざわざ言う必要ないよれ考え
てきてほしい。1
宿題に出ていた群読練習を,半分の
子ども達がしていなかつた。群読
は,全員しっかりと覚えることで,
いい群読になるということを,確認
した。
②
?
?
? 0
学習発表会が終わり,子ども達α
様子を見て,他の人に迷惑がかカ
らないように,考えて行動して|:
しいということを伝えた。
「自分一人ぐらいつて思つてたら,結局周り
のたくさんの人に迷惑がかかる。自分が与え
られた仕事,もしくは,気付いたことは,自
分から動いてほしい。自分のやらないといけ
ないことに,責任をもつてほしい。」
時間を守るということなど,自分C
選択によつて,人に迷惑がかかると
いうことを振り返る機会となった。
①
H′25
吊りの会 0
日直が話をしている最中に,他C
人と話をしていたり,帰りの判
をしている子ども達の様子を現
て,考えて行動することを再確ヨ
した。
「日直が話をしているのに,違う話をしてし｀
るのは,無視をしていることと同じ。失礼な
ことをしていると考えてほしい。今日話した
ことを覚えておいてほしい。J
自分のことだけに一生懸命になって
いた子ども達も,周りを見て,考え
て行動するということを,振り返そ
機会となつた。
②
*授業区分 :「学習発表」は,「学習発表会に向けた授業」のことを表す。
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付 録  D教師の「学級経営における教師の信念」の表出場面
番号
日にち
時限
授業区分
学級経営における教師の信念
教師の発話に至った前後の過程 教師の発話内容の概要 児童の様子 根拠学級観 児童観 教師観
めりはりの 可をすべきカ 信頼
?
?〓
?
?
?
? ○
子ども達の話を開く力を高めるた
め,また,先生自身の思いを伝え
るために,朝の会の時間の中で,
担任教師のスピー チを取り入れる
ことにした。放課後,外へ遊びに
行く時の注意すべきことについて
話をした。
「どこかに行く時は,お家の人に,帰る時間
や遊ぶ場所を, しつかり言つてほしい。も
し,時間通り帰つてこなければ心配するし,
突しに行くこともある。それだけみんなは心
塁されていて,いなくなったら困るし,大事
にされている。」
放課後遊びで,帰宅時間や遊ぶ場所
を家族に伝えている子ども達は,少
なかつた。子ども達は,先生の方を
向きながら,話を聞いた。
③
l12
?
?
?
?
?
? ○
子ども達の実態から,何故いけな
いことなのかを確認すべき内容を
取り上げ,朝の会で話をした。
「使い方を間違えると,人を傷つけることに
なる。本来の目的が何かを考えて使つてほし
ハ。J
本来の目的を考え,何故いけないこ
となのかを,再確認することで,子
ども達は納得しながら,先生の話を
聞いた。
②
?? 0
勉強への意欲を高めるため,ノー
ベル賞をとつた方が,どのような
思いで頑張つてきたのか,朝の会
で話をした。
「ノー ベル賞をとつた方が, 自分は特別な人
ではないと言つていた。でも社会や人のため
に,一生懸命してきたそうで,それは,みん
なもできること。一生懸命にがんばってほし
い。J
人のために何ができるかという問い
に,「助けるJ,「教えるJ,など
の意見が出された。また,勉強する
という意見が出され,そこから,勉
強することで,将来どんな可能性が
あるのかを考えた。
③
D4
??? 0 ○ 話を聞く力を高めるために,学協で話し合いをした。
「話を開くということは,みんなの成長のた
めにも必要なこと。この先, うまくいかない
こともあるかもしれないが,それでも, うま
くいくように,がんばつて,みんなには,心
も大きくなつてほしい。J
子ども達から,「話を聞くというこ
とは,自分のためにも相手のために
もなる,相手を理解するためにも大
切なことJという意見が出された。
話を聞くことに関して, じつくりと
考えた。
①
D5
?? O
「聴くJという漢字に含まれてい
る意味をいつしょに考えること
で,昨日話し合つた話を聞くとい
うことの意味を振り返つた。
「今,みんな,できている。みんな,やれば
できる。すごいうれしい。みんな,できるん
だから,ずつと開けるように頑張つてほし
い。J
子ども達から,「聴くJという漢字
の意味は,「日と目を合わせて,心
を通じ合って,耳で聞くことJとい
う意見が出された。この意味に合つ
た姿勢で話を聞いて,考えていた。
③
D6
??? O ○
集中して授業に取り組んだ後,学
級みんなでレくをすることで,
「やる時はやる,遊ぶ時は遊ぶJ
というめりはりのある行動を続け
ていこうと話をした。
「授業を集中して,一生懸命頑張つていると
思ったので,楽しいことをしたいと思つた。
また,授業は集中して,めりはりをつけて,
趣ぶときは遊ぶとできるように,頑張ろ
う。J
t生と子ども達で一緒にゲー ムを決
うていくことで,学級全体の一体厄
)｀生じ,授業後も,多くの児童が,
t生とゲー ムの続きを楽しんだ。
②
l17
?? ○ ○ 世界大会など,スポー ツを応援サる際の日本人のマナー のよさを再
り上げ,みんなに話をした。
「しっかりと自分が何をすべきか考えてほし
,ヽ。相手のためを考えて行動できるような
た,人のために行動できる人になってほし
ハ。J
貴けても,ごみを拾つて帰るサポー
ター の話に,「マナー がいいJと答
たる児童がいた。子ども達は, うな
Fきながら話を聞いていた。
①
D8
?? ○ 0
先生自身が体験したポランティア
体験で,人のやさしさやあたたか
さに触れたことを語り,思いやり
のある行動を促した。
「人つてやさしいし,あつたかいと思う。勉
強を一生懸命やつてほしいし,友達にやさし
くしてほしい。思いやりのある行動をしてほ
しし、J
ボランティアの体験はなくても,ボ
ランティアという言葉や意味を知つ
ている様子であつた。先生が体験さ
れたことから生じた思いや願いを,
多くの児童が先生の顔を見ながら
しつかりと聞いていた。
③
"
??? 0 ○ 0
席替えの新しい決め方に対して,
なぜこのような決め方を考えたの
か,先生の思いを話した。児童の
実態を見て,みんなが納得できる
決め方を子ども達といつしょに模
索した。
「もつとみんなだつたらまとまつたクラスに
なれると思う。みんなで協力し合つて,仲良
く,みんなが楽しいクラスになつてほしい。
自分から行動しようつていう子になってほし
J
新しい決め方に戸惑いを感じている
児童もいた。子ども達と決め方につ
いて,みんなで協力し合えて,みん
なが納得できる決め方を考えた。
①
?? ○ 先生自身の好きな詩を紹介することで,子ども達のあたたかい気持
ちを引き出そうと試みた。
「暴力や汚い言葉を使うとすぐに信用を無く
してしまう。人に,あたたかい心をもつて機
してほしい。自分から心を開かなければ,権
手が心を開いてくれない。自分から好きつて
思わないと,好きになつてくれるはずがな
い。仲良くなりたいと思つたら,自分から心
を開いて,あたたかい言葉を使おう。J
詩を読んでる時は,どの児童も静カ
に聞いていた。読み終わつた後に,
「宝物は心Jだと口にする児童がし
た。詩を通して,自分の心と向き治
う機会をもつた。
③
*授業区分 :「学習発表」は,「学習発表会に向けた授業」のことを表す。
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付 録  D教師の「学級経営における教師の信念」の表出場面
番号
日にち
時限
授業区分
学級経営における教師の信念
教師の発話に至った前後の過程 教師の発話内容の概要 児童の様子 根拠学級観 児童観 教師観
めりはりの
あスFR麟
可をすべきカ 信頼
10/30
帰りの会 ○ ○ 0
6時間目のクラブ活動を終えて,落
ち着かない子ども達がいる中,自
分達で準備ができるのを待ち,静
かになつたところで,一日の頑張
りを褒めると同時に,学級全体の
ことを考えながら,次の課題を示
した^
「授業を集中してよく頑張つていた。4時FHl
日,自分達で学級会もできた。サッカー は,
男子ばかりが楽しんでしまったから,女子
も,Aさん (手をけがしてる児童)も,みん
なで楽しむ遊びを次はできたらいいと摺
う。J
先生は,教卓の前に立ち,みんなが
静かになるのを待つていた。それに
気がついた児童は静かに前を向くと
同時に,児童の中から,「静かにJ
という声がかかり,全体が静かに
なつた。
③
??
?〓
?
?
?
? 0 O
朝自習中,やるべきことに取り瀬
めていなかつた児童の様子を編
て,朝の会で,先生の思いを要1
を短く絞つて話をした。
「今日中に掲示するよう頼んで,こんなにて
きてるのは嬉しい。でも,残念なのは,朝C
時間を使つたつてところ。朝の時間は,いC
も学習の時間。みんなで協力して,勉強する
時間に使つてほしかつた。J
今日中に掲示してほしいと頼まれた
仕事を朝の自習中に行つていた。ま
た,自分達で算数の答え合わせに取
り組めなかつた。先生の話を聞きな
がら,何をすべき時間なのかを確認
した。
②
?
?〓
?
?
?
? ○
子ども達との距離を感じ,信頼牒
係をもう一度構築していきたいと
考え,一人一人のよいところを旬
日少しずつ発表していくことにし
た。
委員会の仕事ぶりが良くなつてきたこと,授
業中に,先生の方をしつかりと向いて日と耳
と心で聴いていること,こつこつとやつてい
ること,授業中に手を挙げて発表することな
ど,一人一人のよいところをみんなの前で話
した。
調の会の開始時に,落ち着きのなし
児童がいる中で,今すべきことが何
0ヽ考えてほしいことを伝えると,等
級全体が静かになり,開く姿勢を4
くることができた。良いところをタ
えているときは,嬉しそうな様子て
らった。
③
?
?
? ○ ○
授業の振り返り時に,技術面だ|
ではなく,チー ムワー クの良か`
たところや今後の課題に触れ,タ
生の思いを伝えた。
「移動時に,走つているチー ムがたくさん見
らた。試合中の声かけが,すごく増えてきて
いる。後は,早く並ぼう。試合終わつた時,
まだ歩いているチー ムがある。チー ムワー ク
よく行動できるように頑張つてほしい。J
受業の終わりには,ゼッケンを集
め,整列して座るという流れを理解
し, 自分達でも実行することができ
てきた。多くの児童が,先生の顔を
冠ながら,話を開いていた。
③
?? 0
先生自身が学生時代に体験したク
ラプの目標「不断向上終身努力」
について,その意味を語つた。そ
して,学校では,何を努力すべき
か,子ども達と一緒に考えていつ
た。
「苦手な勉強だつて,頑張らなないといけな
い。今,クラスでは,しつかり聴くことを,
頑張つている。頑張らなかつたら,将来の夢
だつて叶えることは難しいと思う。自分が頑
張らないと叶えられない。今,みんなができ
ることは,苦手なことでも頑張ることだと思
う。J
中には,「不断向上終身努力Jの言
葉を見て,「あきらめずに,前を向
′ヽて,最後まで努力するJと意味を
とつた児童がいた。学校では,何を
努力すべきかという問いに,勉強1
人間関係,生活などの答えが返つて
きた。何をすべきかを学級全体で考
えた。
③
??? ○ ○
チー ムで協力して活動できている
部分を褒めると同時に,試合をし
ていない時に,何をしたらいいか
を考えるように話をした。
「みんな楽しそうに試合してるし,移動頑
振つてるチー ムもある。早くやろうよつて声
かけしているチー ムもある。仲良く練習して
いるチー ム,いっぱいある。ただ,試合して
ない時は,何をしたらいいか考えてほし
い。 」
式合をしていない時には,チー ム
で,パスやドリブルなどの練習をし
ヒらいいことを確認した。確認後の
舌動で,試合をしていないチー ム
ま,チー ムで協力し合つて練習し
ヒ。
①
?? ○ ○ ○
l.・食の準備について,みんなはど
う考えているのか,どうしたら
ゆつくり食べられるのかというこ
とについて,朝の会で先生自身の
思いを伝え,みんなで考えた。
「給食について,みんなはどう考えてる力ち
どうしたらゆつくり食ぺられる力、しつかり
自分で考えてほしい。給食を早く取りに行つ
たら,早く用意できる。早く食べられたら,
みんなで大縄ができる。J
綸食の時間が好きかという問いかけ
に,多くの児童が好きと答えてい
た。また,子ども達の中から,ゆつ
くり食べたいという意見や,そのた
めに,準備を早くするという提案が
出され,みんなで準備を早くしてい
こうという気持ちが高まった。
①
??? ○ 学習発表会前日にあたり,先生自射の思いを伝えながら,何が大事
りヽをクラス全体で考えた。
「みんなで協力することが大事。協という滲
事の訓読みには,『かなう』。『かのう』が
らる。みんなで,頑張れば,それぞれの思し
ま叶うし,実現可能である。J
後の4か月間どうなりたいかという
問いかけに,けんかせずに過ごした
い,仲良く遊びたい,静かに勉強し
たい,めりはりをつけたいなどの意
見が出されていたことを再確認し,
さらに,協力することの意味を深め
た。
②
H/27
帰りの会 ○
残りの2学期を,どう過ごしてし
くか,何をしていくのか,日標を
設定するように話をした。
「何も考えずに過ごすのではなく,日標を
もつて過ごそう。特に具体的な目標を立てて
ほしい。何かできるようになろう。1
肇体的な目標として,縄跳びを例に
bげると,子ども達の中から,後ろ
兆びができるようになりたいなどの
議見も出された。
③
*授業区分 :「学習発表」は,「学習発表会に向けた授業」のことを表す。
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平成 年 月 日
○○立△△小学校長
様
調査ご協力のお願い
初秋の候,○〇小学校の皆様におかれまして,ますますご精栄のこととお喜び申し上げます。
私は,4月より兵庫教育大学大学院 学校心理・発達健康教育コースに在籍し,秋光恵子教授のご
指導導のもと研究を進めております。そして,様々 な教育活動での教師の学級集団へのはたらきかけ
は,個々 の児童の様々な力を高める上で,大切なことであると考えています。さらに,そのようなは
たらきかけは,教師の抱く教育上の信念とも深く関わつているのではないかと考えています。そこで,
教師の抱く信念が学級集団へのはたらきかけにどのように反映されているのか,また,そのようなは
たらきかけは,学級全体や個々の児童にどのような影響を与えているのかを明らかにしたいと考えて
います。つきましては,11月の学習発表会に向けて,先生方がどのような思いで準備に取り組まれて
いるのか,どのように学級にはたらきかけているのか,そして児童がどのように成長していくのかと
いう様子を観察調査させていただきたいと思つております。
先生方や児童のお名前,学校名等は匿名性が保たれ,個人情報は厳重に保持いたします。観察させ
ていただいた内容は研究目的以外に使用することは決してありません。得られた研究成果につきまし
ては,後日ご報告させていただきます。研究の主旨をご理解いただき,下記の要領で調査にご協力い
ただけると幸いでございます。日々 の教育活動の大変お忙しい中,誠に勝手なお願いで申し訳ござい
ませんが,ご協力いただきますようお願い申し上げます。
記
1.目 的
教師の教育上の信念と学級集団に対するはたらきかけ,及び児童の変容との関連性を検討する
2.調査に関して
調査期間 9月～12月上旬
調査内容 ○クラスの授業や生活の様子のビデオ撮影 。音声録音
①9月 (児童にビデオに慣れてもらうことを目的として行います。)
②10月中旬～11月下旬 (学習発表会の準備期間のクラスの様子を撮影します。)
※ビデオ撮影 0音声録音の方法について :各教室で固定ビデオカメラ,ハンディカメ
ラ,ICレコーダーを各1台使用します。担任教員と事前に打ち合わせを行い,記録
する授業や学校生活場面を決定します。
○教師のアンケートとインタビュー:9月中旬～12月上旬で3回実施を予定しています。
◎本調査に関しまして,ご質問・ご意見がございましたら下記までお問い合わせください。
兵庫教育大学大学院 学校教育研究科 人間発達教育専攻
学校心理 。発達健康教育コース 秋光恵子研究室
弘海 修司(連絡先:○○○‐△△△△‐□□□□)
研究への協力同意書
「学級づくりにおける教師のねらいについて」
研究にご協力いただき,誠にありがとうございます。
本研究は,学級づくりにおける教師の関わりと児童の成長との関係を明らかにしようとするものです。
そこで,担任の先生方が学級づくりにおいて,どのようなねらいをもつて児童に関わつておられるの
かを面接により調査させていただきたいと思います。
質問に対しては,答えることを拒否する自由があります。面接内容は,録音させていただきますが,
ご希望があれば録音はいたしません。お聞きした内容は,厳重に管理し,学校 。個人名を明らかにする
ことはありません。また,研究以外の目的で利用することはありません。本研究に関して,ご質問がご
ざいましたら,下記までご連絡ください。よろしくお願いいたします。
兵庫教育大学大学院 学校教育研究科 学校教育学専攻
学校心理・発達健康教育コース
秋光恵子研究室
弘海 修司
<連絡先>
携帯TEL:○○ ‐△△△△・□□□□
E‐mail:◇◇◇◇@hyogo‐u.acjp
同 意 書
本研究のために, インタビューを受けることに同意 します。
20××年
お名前 (
日
面接調査について
研究にご協力いただき,ありがとうございます。
本研究は,学級づくりにおける教師の関わりと児童の成長との関係を明らかにしようとするもの
です。そこで,担任の先生方が学級づくりにおいて,どのようなねらいをもつて児童に関わつてお
られるのかを面接により調査させていただきたいと思います。
お忙しいところ大変恐縮ですが,よろしくお願いいたします。
お名前
日 時
場 所
質問内容
月  日 (  )   時   分～ (30分程度 )
04月当初の学級のねらい
02学期の学級の目標
○学習発表会に向けての子ども達の成長について    など
その他 :
○面接中は録音をさせていただきますが,これを面接者以外が聞くことはありません。
(ご希望があれば,録音はいたしません。)
○お聞きした内容は,厳重に管理し,学校0個人名など明らかにすることはありません。
また,研究以外の目的で使用することはありません。
○差し支えない範囲でお答えください。
○本調査に関してご質問がございましたら,下記までお問い合わせください。
兵庫教育大学大学院 学校教育研究科 学校教育学専攻
学校心理・発達健康教育コース
秋光恵子研究室
弘海 修司
<連絡先>
携帯TEL:○○ ・△△△△‐□□□□
E‐mail:◇◇◇◇@hvogo‐u.acoip
1資料⑥   コンサルテー ションシー ト
年   組       月  日
◇コンサルテーションの内容
項 目 チェック
◇教師のねらいと学級・児童の実態
ね  ら  い 学級・児童の実態
◇学級・児童への手立て0はたらきかけ
項  目 手立て 0はたらきかけ
◇気になる児童の課題と支援
児 童 名 児 童 の 課 題 考えられる支援・活用できる資源 備考
◇その他
チェックリスト (Q一Uフイードバック用)   年  組
下記に掲げる児童一人一人に対して,受容的指導行動 【笑顔での接触・賞賛。失敗したときの対応 (待
つ・励ます 。ヒントを与える)・声かけなどの個別対応】を,一日の生活の中で,できるだけ多く行つ
てください。
<非承認群>
不適応感やいじめを受けている可能性は低いが,学級内で認められることが少なく,自主的に活動す
ることが少ない。学級全体に指示を出した後で,教師が机間指導をしながらさりげなく個別対応が必要
である。個別配慮は,学習活動への取り組みに対する意欲喚起が中心となる。
番号 。名前 児童の様子 個別対応 その他 。留意点
<侵害行為認知群>
対人関係でトラブルを抱えているか,自主的に活動しているが自己中心的な面があり,他の児童とト
ラブルを起こしている可能性が高い。被害者意識の強い児童も含まれる。個別配慮は,対人関係の調整
が中心となる。
番号 0名前 児童の様子 個別対応 その他・留意点
<学校生活不満足群>
いじめや悪ふざけを受けている。不適応になつている可能性の高い児童で学級の中で自分の居場所を
見いだせないでいる児童である。個別の特別な対応を必要とする。
番号・名前 児童の様子 個別対応 その他 0留意点
フィール ドノーツ
平成 年 月 日 (:～
年  組 (教科
No。
?
? 教師の発話 児童の発話 。様子 備考
<座席図>
□□
□□
□□
□□
□□
<その他>
□□
□□
□□
□□
□□
□□
□□
□□
□□
□□
本研究を進めるにあたり、多 くの方々にご助力いただきましたことを、蔭より
感謝申 し上げます。
中でも、研究に対する考えガや方法,分析についてなど、全てにおいて一から
ご指導 くださった指導教授の秋兆恙子先生には、大変おせ話になりました。どん
なにご多にな時でも,時間をつ くって くださり,時に厳 しくも俊 しく,丁寧なご
指導を賜 りましたことを重ねて感謝いたします。
また、調査協力校の校長先生,教頭先生,そして,4人の先生方をはじめ,諸
先生方には,ご協力を賜 り大変お世話になりました。日々の教育活動 を客観的に
観察できたことは,研究としてだけでなく,教員として,大変勉強になりました。
先生方の子ども逹へのあたたかい愛情 と教育に対する情熱 を感 じ,私自身を振 り
込るたい機会 となりました。おに しいヤ,長期ralに波 り,観察調査をさせていた
だいたことに,′ヾ から感謝 しております。
そして,秋兆ゼミや同 じコースの皆さんからは,研究について,様々 なアイデ
ィアやヒントを頂 きました。お二いに励 まし合い,助け合いながら,研究を進め
られたことは,′せのええとなりました。また,共に学び合えたことは貴重な財産
となりました。
このような学びの時ralと場 を頂けたことに, かヽ ら感謝申 し上げます。季節を
感 じながら,ゆっくりと流れる時の中で,じっくりと思考を巡 らすことができた
2年間は,私にとつて生涯の宝物 となりました。ここで出会つた客様 との思い出
を,いつまでも,大切にしてまいりたいと思います。また,本研究を範 して学ん
だことを,今後の教育活動に活かせるよう努力を重ねてまいりたいと思います。
千茂 28年2月18
熱 海 修
?
?
?
ありがとうございました。
